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■対象製品

P-242C-8614  Hitachi IT Operations Analyzer  02-51（適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 
2003 R2，Windows Server 2008，Windows Server 2008 R2）

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

Adobe，および Flashは，Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびに他の国にお
ける商標または登録商標です。
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EMCは，EMC Corporationの登録商標です。
Engenioは，米国における LSI Corporationの登録商標です。
FirefoxはMozilla Foundationの登録商標です。
Googleは，Google Inc. の登録商標です。
HPは，米国 Hewlett-Packard Companyの会社名です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標または商標で
す。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
Javaは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標または商
標です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoft Exchange Serverは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
Microsoft, Hyper-Vは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標
です。
Mozillaは，Mozilla Foundationの，米国およびその他の国における商標です。
Navisphereは，EMC Corporationの商品名称です。
NetAppは，米国およびその他の国における Network Appliance, Inc. の登録商標です。
ORACLEは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標また
は商標です。
QLogicは，QLogic Corporationの登録商標です。
RSAは，RSA Security Inc.の登録商標です。
Solarisは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または
商標です。
SQL Serverは，米国法人 Sybase，Inc.の商標です。
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■マイクロソフト製品の表記について

このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

製品名 表記

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition Windows Server 
2003

Windo
ws
サーバ

Windo
ws

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard 
Edition

Windows Server 
2003 R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 32-bit Windows Server 
2008

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise 32-bit

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Datacenter 32-bit

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard without 
Hyper-VTM 32-bit
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise 
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard without 
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise 
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Microsoft(R) Windows Server(R)2008 R2 Standard Windows Server 
2008 R2
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter
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Internet Explorer(R) Internet Explorer
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変更内容

変更内容（3020-3-N86-10）　Hitachi IT Operations Analyzer　02-51

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

追加・変更内容 変更個所

必要なマシン環境の空きディスク容量の記述を変更した。 表 2-1

管理対象機器として Dellサーバを追加した。 表 2-1

管理対象機器の最大数を変更した。 表 2-4

通信で使用するポート番号に関する記述を変更した。 2.3.5，2.4

ライセンス認証の記述を変更した。 3.1.1，3.2，3.3，3.4.1，
3.4.2，3.5

ログインとビルトインユーザーアカウントのパスワード変更に関する記述を
変更した。

4.2，4.4

探索通知の設定に関する記述を変更した。 5.2.5

管理に関する記述を変更し，注意事項を追加した。 6.1

ソフトウェアのアップグレードに関する記述を追加した。 7章



はじめに

Hitachi IT Operations Analyzerは，IT Operationsシリーズの製品です。Hitachi IT 
Operations Analyzerを使用すると，ご使用の環境内のサーバ，ストレージ，およびスイッチを
探索して，それらの機器の管理をしたり，ステータスを通知したりできます。
このマニュアルでは，Hitachi IT Operations Analyzerをインストールする前の実施作業や，環
境内の機器の探索作業をした上でのインストール方法について説明しています。さらに，探索
完了後の管理機器選択や，場合によって必要な作業などについても説明しています。

■対象読者
• Hitachi IT Operations Analyzerを利用してサーバ，ストレージなど各種機器の情報を収集・
管理する管理者の方

• Hitachi IT Operations Analyzerを使用する環境を構築するシステム管理者の方

また，このマニュアルは，次に示す知識があることを前提としています。
• Windowsの操作に関する基本的な知識 
• ネットワークに関する基本的な知識

■このマニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第１章　概要
Hitachi IT Operations Analyzerのインストール環境の設定から管理を始めるまでの基本的な手順
について説明しています。

第２章　セットアップとインストール
Hitachi IT Operations Analyzerのインストールを完了する前に必要な，環境とデータ収集の準備
およびインストール方法について説明しています。

第３章　ライセンスの認証
ライセンス認証と，関連する認証の過程について説明しています。

第４章　ログインしてセットアップタスクを完了する
ログイン画面の起動方法と，必要な情報の入力方法，ユーザーアカウントの追加方法，および使
用する画面やビルトイン管理者のパスワードの変更方法について説明しています。

第５章　社内システムを探索する
Hitachi IT Operations Analyzerが探索ウィザードで入力した情報を基にどうやってご使用の環境
内のサーバ，ストレージ，およびスイッチを探し出すかについて説明しています。

第６章　管理を開始する
探索結果と機器選択についての情報を説明しています。また，機器の管理や設定のカスタマイズ
など，その他の設定の概要についても説明しています。
I



はじめに
第７章　ソフトウェアのアップグレード
メジャーバージョンアップの際に，貴職場でアップグレードのために必要な準備について説明し
ています。

第８章　トラブルシューティング
インストールの問題，探索の結果の問題，そして探索通知の問題などの解決法について説明して
います。

付録 A　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報について説明しています。

付録 B　用語解説
この用語解説では，一般的なストレージネットワーキングと，Hitachi IT Operations Analyzer が
サポートしているテクノロジーに関連する用語の定義について説明しています。

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

■関連ドキュメント・追加資料
このマニュアルに加えて，Hitachi IT Operations Analyzerには次の資料が含まれています。

■ IT Operations Softwareポータル
IT Operations Softwareポータルを通じて，製品に関連した情報や，その他の情報を入手できま
す。
また，サポート契約を結んでいれば，最新のバージョンをダウンロードできます。

記号 意味

斜体文字 ユーザーやシステムの設定値の代用となる可変値を示します。バー
ジョン情報の記載個所で，斜体文字で xと記載してある場合は，すべ
てのバージョンを意味します。例を次に示します。
• ソースファイルとターゲットファイルをコピーしてください。
• カーネルバージョン 2.6.x

注意：「<」，「>」も変数を表す場合があります。

［　］ メニュータイトル，メニュー項目，ボタン，キーなどの名称を示しま
す。

<　> ユーザーまたはシステムが入力する文章の代わりに配置されている変
数を表します。例：#pairdisplay -g <group>
注意：イタリックも変数を表すのに用いられます。

資料名 内容

オンラインヘルプ Hitachi IT Operations Analyzerのヘルプメニューから
オンラインヘルプをクリックすると，ソフトウェアを使
用する上で必要な情報が表示されます。

リリースノート インストール・使用の前に必ずリリースノートをご一読
ください。リリースノートには，マニュアルには記載さ
れていない情報が記載されている場合があります。
II



はじめに
■困ったときは
製品のインストールや探索結果で問題が発生した場合は，8章「トラブルシューティング」を参
照してください。
トラブルシューティングを読んでも問題が解決しないときは，次に示す情報を収集してくださ
い。
• 製品の名前とバージョン番号
• OSの名前とリビジョンまたはサービスパック
• エラーメッセージが表示されている場合は，その内容
• エラー・失敗を起こしたときの状況や環境

上記の情報を基に，サポートにお問い合わせください。
III
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1　 概要
この章では，Hitachi IT Operations Analyzerのインストール
環境の設定から管理を始めるまでの基本的な手順について，概
要を説明します。

1.1　インストールと設定

1.2　IT Operations Softwareポータルの確認
1



1.　概要
1.1　インストールと設定
管理のための環境を設定して管理を開始するまでに必要な工程は六つあります。作業の
詳細についてはこのマニュアルの 2章以降で説明しますが，お勧めする完了までの手順
は次のとおりです。

1. インストールのための環境を設定する。
SMTPサーバ名やポート番号など，各種設定を確認してください。そして，セット
アップの過程で必要になる，管理対象サーバ名や管理者の Eメールアドレスなどの情
報を収集してください。IPスイッチなどの機器のための SNMP（Simple Network 
Management Protocol）の準備などが必要な場合は，マニュアル「Hitachi IT 
Operations Analyzer　スターターガイド　機器構成編」を参照してください。

2. Hitachi IT Operations Analyzerをインストールする。
Windowsサーバに Hitachi IT Operations Analyzerをインストールします（このマ
ニュアルでは，このサーバを管理用サーバと呼びます）。インストールウィザードを
使って，管理用サーバの URLや，ファイルのインストール先といったほかのデータ
を指定します。

3. ライセンスを認証する。
ライセンスの種類に応じて，期間限定で Hitachi IT Operations Analyzerによる管理
を利用するか，または継続的に管理できます。ただし，ライセンスを認証しないと，
管理やほかの機能についても，使用できません。ライセンス認証ウィザードを使用し
て，認証を完了してください。

4. ログインして，初期セットアップをする。
安全のために，デフォルトのアカウントパスワードを変更してください。そして，
Hitachi IT Operations Analyzerを使用する管理者のアカウントを追加してください。
詳細については，「4.　ログインしてセットアップタスクを完了する」を参照してくだ
さい。

5. 探索ウィザードを使用して社内システムを探索する。
探索ウィザードで，Hitachi IT Operations Analyzerに管理させたいサーバ，スト
レージ，およびスイッチの場所を特定します。これによって，必要な各種の情報が収
集され，管理とレポーティングをするのに役立ちます。

6. 管理を開始する。
探索が完了すると，管理したい機器を選択できます。その後，警告・緊急のしきい値
や，レポーティングのスケジュールを Hitachi IT Operations Analyzerで設定してく
ださい。
2



1.　概要
1.2　IT Operations Softwareポータルの確認

 IT Operations Softwareポータルにアクセスすると，製品の仕様書，およびサポートや
技術情報のドキュメントなどを入手できます。
3





2　 セットアップとインストー
ル
この章では，Hitachi IT Operations Analyzerのインストール
を完了する前に必要な，環境とデータ収集の準備について説明
します。また，インストール方法についても説明します。

2.1　インストールとセットアップについて

2.2　環境の準備

2.3　環境情報の確認

2.4　インストール
5



2.　セットアップとインストール
2.1　インストールとセットアップについて
Hitachi IT Operations Analyzerをインストールする前に，環境をチェックして，環境を
準備したり，環境情報を確認したりしてください。

（1） 環境を準備する
• ソフトウェアをインストールする管理用サーバを準備します。
• 管理しようとするサーバ，ストレージ，およびスイッチを準備します（これが管理対
象となります）。

• ファイアウォール設定や VMwareの使用など，環境固有のコンポーネントや環境を基
に，追加のタスクがあれば完了させておきます。

• それぞれの管理対象に接続するための情報を確認しておきます（例：IPアドレス，
ポート番号，ネームスペース，NTユーザー IDおよびパスワードなど）。

（2） 環境情報を確認する
• メールサーバアクセス情報として，SMTPサーバ名およびポート番号を確認してくだ
さい。この情報は，Hitachi IT Operations Analyzerが探索が完了したことを知らせ
るメールを送信するのに用いられます。

• ユーザー情報として，ソフトウェアを使う管理者の名前，職務，Eメールアドレスな
どを確認してください。

• ソフトウェアのインストールに必要なディスク容量は，管理しようとしている機器の
数によって変わります。十分なディスク容量が確保されているか確認してください。

• Windows， Hyper-V，Linux，および Solaris機器は，ホスト名で識別されています。
Hitachi IT Operations Analyzerは同じホスト名のサーバを同時に複数管理すること
はできません。探索を実行するまでに，管理したいホストを識別できるようにしてお
いてください。

• 管理したい機器またはメールサーバのファイアウォールの設定によって管理用サーバ
が分割されてしまう場合，指定されたポート番号で通信を許可する必要があります。

この章に記載されている作業を完了することで，ソフトウェアのインストールが完了し
たことを確認できます。また，ソフトウェアが管理に必要な情報を得たことも確認でき
ます。さらに，これらを確認することは，通信，認証情報，またはポート番号の設定に
起因する問題の発生を抑止します。
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2.　セットアップとインストール
2.2　環境の準備
環境や管理対象に基づいた，必須作業・推奨作業・オプション作業を表 2-1～表 2-3に
示します。この章に記載されていない作業の詳細については，マニュアル「Hitachi IT 
Operations Analyzerスターターガイド 機器構成編」を参照してください。

表 2-1　環境の準備（必須）

作業または対象となる機器 詳細

管理用サーバのセットアップ インストール
されている
OSの確認

管理用サーバは，Hitachi IT Operations 
Analyzerがインストールされているマシンで
す。このマシンには，次に示す OSと，ディス
ク容量の空き容量が必要です。
• Windows Server 2003
• Windows Server 2003 R2
• Windows Server 2008
• Windows Server 2008 R2

Windows Server（x86および x64エディショ
ン）はサポートされています。ただし，IPFは
サポートされていません。

必要なマシン
環境

• メモリ：最低でも，2GB
• CPU：最低でも，2GHz
• 空きディスク容量：17GB

上記の環境があれば，機器を 100台まで管理で
きます。つまり，管理対象の機器数によってこ
の数字は変化します。CPUのスピードは，
Intel Core，AMDなど，種類によって異なりま
す。詳細については，「2.3.3　ディスク容量の
確保」を参照してください。

 WMIのため
の DCOM
（Distributed 
Component 
Object 
Model）の設
定確認

 DCOMのリモート実行が許可されていないた
めに， WMIリモートコネクションエラーが発生
するのを防ぎます。

クライアントマシンの準備 • サポートさ
れているブ
ラウザの確
認

• インストー
ルされてい
るメディア
プレイヤー
の確認

クライアントマシンは，ブラウザを使って管理
用サーバに接続するために使用されます。
• 次のどちらかのブラウザを使用してくださ
い。
・Microsoft Internet Explorer 6，7，または
8
・Mozilla Firefox 3.5以上

• Adobe(R) Flash(R) Player10.0.42がサポート
されています。

管理対象機器を設定する 管理対象は，サーバ，ストレージ，およびス
イッチです。設定をすることで，探索を実行す
るときに正しく識別されます。
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2.　セットアップとインストール
 Linuxサーバ SSHを使用して Linuxサーバにログオンし，
管理するためのコマンドを実行します。
サポートされている OSを確認してください。
• Linux 5.x (AMD/Intel 64)
• SUSE Linux Enterprise server 10
• SUSE Linux Enterprise server 11

次の中から管理者のログイン方法を決定し，関
連するタスクを完了します。
• ルートに直接ログインするために，ルートパ
スワードを確認します。

• ノーマルユーザーおよびスーパーユーザーの
ルートログインのために，ノーマルユーザー
のユーザー IDと，そのユーザー IDに対す
るパスワード，およびルートパスワードを確
認します。

• ノーマルユーザーログイン，および sudoコ
マンド実行のために，sudoコマンドの設定
をして，ノーマルユーザーの IDとパスワー
ドを確認します。

 Solarisサー
バ

SSHを使用して Solarisサーバにログオンし，
管理するためのコマンドを実行します。
サポートされている OSを確認してください。
• Solaris 9 (Sun OS 5.9) SPARC 09/05
• Solaris 10 (Sun OS 5.10) SPARC 05/08

次の中から管理者のログイン方法を決定し，関
連するタスクを完了します。
• ルートに直接ログインするために，ルートパ
スワードを確認します。

• ノーマルユーザーおよびスーパーユーザーの
ルートログインのために，ノーマルユーザー
のユーザー IDと，そのユーザー IDに対す
るパスワード，およびルートパスワードを確
認します。

• ノーマルユーザーログイン，および sudoコ
マンド実行のために，pfexecを設定して，
ノーマルユーザーの IDとパスワードを確認
します。

 Microsoft 
Windows
サーバ

次に示すサーバがサポートされています。
注意：Windowsでは，x86，x64エディション
ともに，IPFはサポートされていません。
• Windows Server 2003
• Windows Server 2003 R2
• Windows Server 2008
• Windows Server 2008 R2
• Windows Server （x86および x64エディ
ション）

• Hyper-Vバージョン 1.0はサポートされてい
ます。

作業または対象となる機器 詳細
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2.　セットアップとインストール
 IPスイッチ IPスイッチを管理するために SNMPを使用し
ます。
• SNMPを使用可能にします
• SNMP community stringを確認します
• IPアドレスを確認します

 Hitachi 
9500V

デバイスマネージャの SMI-Sプロバイダを
使って Hitachi 9500Vを管理します。パフォー
マンスについては管理しません。デバイスマ
ネージャ 5.9以降をインストールして，その後
SMI-Sを使用可能にしてください。

 Hitachi USP
（Universal 
Storage 
Platform） 
VM

デバイスマネージャの SMI-Sプロバイダを
使って Hitachi USP VMを管理します。デバイ
スマネージャ 6.2以降をインストールして，そ
の後 SMI-Sを使用可能にしてください。

 Hitachi 
AMS/WMS/
SMS

認証情報を確認してください。
• IPアドレスを確認します
• ユーザー IDおよびパスワードを確認します

SSL接続はサポートされていません。

Dellサーバ 標準添付される Dell Chassis plug-inを使用す
ることで，Dellサーバの特性情報を収集できま
す。”Dell Chassis(Windows)”はWindowsの
Plug-inとして，”Dell Chassis(Linux)”は
Linuxの Plug-inとしてインストールされま
す。Hitachi IT Operations Analyzerで監視さ
れる Dellサーバに関するシステム要件につい
ては，次の項目を確認してください。
• 監視される Dellサーバにおいて Dell 

OpenManage Server Administrator(OMSA)
バージョン 6.1.0または 6.2.0が実行されて
いること

• 監視される Dellサーバにおいて SNMP 
Agentがインストールされて，実行されてい
ること

• ”Dell Chassis(Windows)”はWindows 
Server上で，DSM SA Data Manager 
serviceが実行されていることが必要です。

• ”Dell Chassis(Linux)”は Red Hat 
Enterprise Linux Server上で，
dsm_sa_datamgrdまたは
dsm_sa_datamgr32dプロセスが実行されて
いることが必要です。

作業または対象となる機器 詳細
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2.　セットアップとインストール
注※
IPv6はサポートされていません。

その他のスト
レージ，FC
スイッチ

その他のストレージ，および FCスイッチを探
索・管理するために SMI-Sを使用します。
SMI-Sプロバイダをインストールして，SMI-S
プロバイダの次の項目を確認してください。
• IPアドレス
・組み込みモデル：FCスイッチと同じ IPア
ドレスを使用してください。
・プロキシモデル：スイッチのための SMI-S
サーバの IPアドレスを使用してください。

• ユーザー IDおよびパスワード
• ポート番号
• ネームスペース

さらに，SSLステータスも確認してください。
［https］または［http］に設定できます。

ファイアウォールを設定する 管理用サーバや，次に示すマシンと通信するた
めに，ファイアウォールを設定してください。
• 管理対象機器
• メールサーバ
• クライアントマシン

上記のコンポーネントとの通信は，探索の完了
と機器を管理するために必要です。詳しくは，
「2.3.5　ファイアウォールを使う通信の許可」
を参照してください。

 IPアドレスを確認する 各管理対象マ
シンの IPア
ドレス，およ
び IPアドレ
スの範囲を収
集します。こ
の IPアドレ
スは，探索を
実行するとき
に調べられま
す。※

機器の探索のために，IPアドレスの範囲およ
び認証情報が必要です。

認証情報を確認する パスワードな
どの情報は，
管理対象に
よって異なり
ます。

作業または対象となる機器 詳細
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2.　セットアップとインストール
表 2-2　環境の準備（推奨）

作業 詳細

 Hitachi IT Operations Analyzerで
使用するデフォルトのポート番号を
確認，設定する

クライアントマシンへのアクセスや通信で特定
のポート番号を使用します。既存のポート番号
にアクセスするなどして衝突が発生した場合
は，別のポート番号を使用してください。ポー
ト番号の衝突は Hitachi IT Operations 
Analyzerが正しく動作するための妨げになり
ます。

管理対象を確認する Windows
サーバ

Windowsサーバを管理するために，WMIを使
用します。WMIへのリモートアクセスのため
に，Windowsサーバと管理用サーバで DCOM
が使用可能になっていることが必要です。
DCOMが使用できない場合，Windowsサーバ
を探索・管理できないおそれがあります。さら
に，Hyper-V仮想マシンを管理する場合は，仮
想マシンに Integration Serviceをインストー
ルしてください。

Linux/
Solarisサー
バ

Linuxおよび Solarisサーバを探索するために，
SSHを使用します。さらに，管理にはパス
ワード認証（証明書認証ではない）も使用しま
す。
次を確認してください。
• SSHサービスがインストールされて，動作
していること

• SSH2通信が使用可能であること
• パスワード認証が許可されていること

VMware 
ESXサーバ

VMware Toolsがインストールされていないと，
仮想マシン上のWindowsや Linuxサーバを管
理できません。サポートされている VMware
のバージョンを確認してください。
• VMware ESX 3.0.1以上
• VMware ESX 3
• VMware ESX 3.5
• VMware ESX 3i
• VMware ESX 3.5i
• VMware ESX 4.0
• VMware ESX 4i

さらに，仮想マシンに VMware Toolsをインス
トールしてください。

Hitachi 
AMS/WMS/
SMS

アカウント認証，またはパスワード保護が有効
な場合，ユーザー IDおよびパスワードを必要
とします。そのため，アカウント認証，または
パスワード保護が有効かどうか確認してくださ
い。
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2.　セットアップとインストール
表 2-3　環境の準備（任意）

作業 詳細

管理対象を確認
する

Windowsサーバ Windowsサーバの管理にWMIを使用します。WMIを使っ
て FC HBA（Fiber Channel Host Bus Adapter）データを取
得するために，Windows 2003に fcinfoがインストールされ
ている必要があります。Windowsサーバが FC HBAを使用
している場合は，fcinfoをインストールしてください。

IPスイッチ SNMPトラップ送信を有効にしてください。IPスイッチか
ら SNMPトラップを受信できます。トラップなしでもポー
リングを使えば IPスイッチを管理できるため，この工程は
オプションとしています。

Hitachi AMS/
WMS/SMS

パフォーマンス機能を有効にしてください。デフォルトでは，
パフォーマンス機能は無効になっています。ストレージの探
索・管理はできますが，パフォーマンスの管理はできません。
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2.　セットアップとインストール
2.3　環境情報の確認
サーバ，ストレージ，およびスイッチの探索には正確な情報が必要になります。情報を
あらかじめ確認しておけば，探索を速やかに完了できます。

2.3.1　メールサーバアクセス情報の確認
探索完了通知の受信者を指定できます。探索完了通知は，探索が終了すると Eメールで
送信され，探索された機器が使用できるようになります。

この機能を使用する場合は次の情報の確認と，設定が必要です。

● SMTPサーバ
SMTPサーバ名やポート番号など，メールサーバに関連する設定を確認しておいてく
ださい。

●セキュリティ保護の接続
SMTPサーバにセキュリティ保護で接続するには，どのセキュリティプロトコルを使
用するか決定してください。通信タイプは，現在の SMTPサーバ構成に依存します。

2.3.2　管理者ユーザー情報の確認
ご使用の環境の IT管理者のサポートを得て，次に示す一覧を作成してください。

• Hitachi IT Operations Analyzerを使用する管理者の名前
• 各管理者に割り当てられるアクセス特権を，それぞれの管理者の業務（このソフト
ウェアをどのように使っているか）に基づいて付与する。
• すべての情報の参照，追加，編集，および削除を行う。
• 情報の参照，追加，編集，および削除を行う。ただし，ほかの管理者が管理する
ユーザーアカウントは除く。

• 情報の参照だけ

• 各管理者への連絡に関する情報（Eメールアドレス）

！！！！ 注意事項
 

管理者権限のレベルについては，「4.5　ユーザーアカウントの追加」の表 4-2を参照してく
ださい。

2.3.3　ディスク容量の確保
Hitachi IT Operations Analyzerのインストール中に，データベース規模の問い合わせが
あります。データベース規模は，管理しようとしている機器の数によって決まります。
次の計算式を参照してください。
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2.　セットアップとインストール
しかし，この計算式による総ディスク容量は，「(1)プランニングノート（重要）」で説明
するとおりに，やや大きい数字です。

次の表に，必要なディスク容量の一覧を管理する機器数別に示します。「管理対象機器
数」列に記載された数字は概算値です。

表 2-4　管理機器数別の必要ディスク容量

（1） プランニングノート（重要）
• お使いの機器構成によって，実際の必要なディスク容量は異なります。例えば，管理
対象のストレージのボリュームの数が多い場合，上記の表に記した最大ディスク容量
では不足します。さらに容量を拡大しなければなりません。

• Hitachi IT Operations Analyzerが管理対象機器から自動で構成情報，状態，および
パフォーマンス情報を取得する時刻と間隔は，設定画面で設定できます。インストー
ル後にこの間隔を短くした場合は，管理対象機器数がそのままだったとしても，デー
タベースディスク容量が増加します。管理間隔の設定を使用するときは，表 2-4の
「最大ディスク容量（データベース）」列を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

インストール後，このソフトウェアを使用する中で，管理対象とする機器数を増加（そして
ソフトウェアライセンスを更新）する場合，データベースの容量を変更後のものに合わせて
ください。また，データベースストレージの場所についても，設定する必要があります。
データベース拡張コマンドの expanddb.exeを使用して，データベース情報を変更できます。
コマンドの使用方法と詳細については，オンラインヘルプを参照してください。

2.3.4　ホスト名および探索範囲を設定する
Microsoft Windows，Microsoft Hyper-V，Linux，および Solaris機器の存在は，ホスト
名によって識別されます。そのため，Hitachi IT Operations Analyzerは，同じホスト名
を持つサーバを複数同時に管理することはできません。ご使用の環境に同名のサーバが
複数存在する場合は，探索ウィザードの［探索範囲の編集］ダイアログボックスで指定
したサーバの中から，管理したいサーバだけを選択してください。

 
インストールディスク容量＋データベースディスク容量＝総ディスク容量
 

管理対象機
器数

ディスク容量
（インストール）

最小ディスク容
量（データベー

ス）

最大ディスク容量
（データベース）

CPU メモリ

25 7GB 7GB 11GB 2GHz 1GB

50 8GB 13GB 2.4GHz

100 10GB 24GB 2.8GHz 2GB
14



2.　セットアップとインストール
2.3.5　ファイアウォールを使う通信の許可
管理用サーバと，メールサーバまたは管理しようとしている機器の間にファイアウォー
ルが存在する場合，指定したポート番号で通信ができるように許可する必要があります。
これは，インストール前にファイアウォールが無効になっていて，あとから「有効」に
したときに発生しやすいケースです。

次の表に，管理用サーバがデフォルトで使用するポート番号を示します（Webブラウザ
用の 20510/TCP，および IPスイッチ用の 162/UDPは例外。このポート番号はソフト
ウェアのインストール中に構成されます）。

これらのポート番号を使用しても，または異なった値を設定してもかまいません。どち
らの場合も，ファイアウォールが指定したポート番号を通じて通信を許可しているかど
うか，必ず確認してください。

表 2-5　ファイアウォールに通信を許可する設定が必要なポート番号

！！！！ 注意事項
 

必要であれば，現在使用されているポート番号を調査して，変更できます。詳細について
は，オンラインヘルプを参照してください。

デフォルトのポート番
号

通信元 通信先

161/UDP 管理用サーバ IPスイッチ

162/UDP IPスイッチ 管理用サーバ

22/TCP 管理用サーバ Linux/Solarisサーバ

25/TCP 管理用サーバ メールサーバ

135/TCP 管理用サーバ Windowsサーバ

2000/TCP 管理用サーバ Hitachiストレージ

5988/TCP 管理用サーバ SMI-Sサーバ

5989/TCP 管理用サーバ

80/TCP 管理用サーバ ESXサーバ

443/TCP 管理用サーバ

20510/TCP Webブラウザ 管理用サーバ
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2.　セットアップとインストール
2.4　インストール
管理者権限を持つユーザーで管理用サーバにログインしていることを確認してください。
そのあと，管理用サーバ上で setup.exeを実行します。setup.exeを実行すると，
Hitachi IT Operations Analyzerのインストールウィザードが起動します。このインス
トールウィザードはそれぞれの画面で，ご使用の環境のネットワークの回線速度や，管
理用サーバのポート番号などの設定，およびデータベースの容量などの情報を収集しま
す。

次に，Hitachi IT Operations Analyzerのインストール方法を示します。

1. インストールメディアから setup.exeを実行する。
インストールウィザードが起動し，「ようこそ」という画面が表示されます。

2. 続ける場合は［次へ］ボタンをクリックする。
使用許諾契約書が表示されます。ここには，ソフトウェアのライセンスに関する情報
が記載されています。出力紙で確認する場合は［印刷］ボタンをクリックしてくださ
い。

3. 使用許諾契約書に同意する場合は，［使用許諾契約に同意します］チェックボックス
にチェックを入れて，［次へ］ボタンをクリックする。

4. 残りの画面についても，内容をよく確認して，進める。ただし，次のことに注意す
る。
• DCOM設定が無効な場合，その旨が表示されます。Windowsサーバを管理する場
合は，インストールウィザードの記載に従って，DCOMを有効にしてください。
インストール終了後，管理用サーバの再起動が必要です。

• 要求があれば，管理を予定している機器数に応じて，データベース容量を入力して
ください。インストール終了後にこの情報を変更したい場合は，データベース拡張
コマンドを使用してください。詳細については，オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

• 次の表に，デフォルトのポート番号を示します。該当するポート番号をすでに使用
している場合を除いて，デフォルトのポート番号を使用してください。必要であれ
ば，インストール後に管理用サーバのポート番号を変更できます。詳細について
は，オンラインヘルプを参照してください。

表 2-6　Hitachi IT Operations Analyzerに使用されるポート番号

デフォルトのポート番号 使用方法

20510/TCP Webブラウザを使用した管理用サーバへのアクセス

20511/TCP 管理用サーバ内での通信

20512/TCP

20513/TCP

20514/TCP
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2.　セットアップとインストール
インストール終了後にHitachi IT Operations Analyzerの起動を選択した場合，ログイ
ン画面が表示されます。しかし，ライセンスを認証するまではHitachi IT Operations 
Analyzerは使用できません。詳細については，「3.　ライセンスの認証」を参照してくだ
さい。

20515/TCP ソフトウェアレポートを使用したデータベースへのアクセス

162/UDP 監視ノードからの SNMPトラップの受信

デフォルトのポート番号 使用方法
17





3　 ライセンスの認証
この章では，ライセンス認証と，関連する認証の手順について
説明します。ライセンス認証が終了したあとに，ライセンス情
報を参照することもできます。

3.1　認証について

3.2　ログイン画面の起動

3.3　オンラインライセンス認証

3.4　オフラインライセンス認証

3.5　認証後にライセンス情報を参照する
19



3.　ライセンスの認証
3.1　認証について
Hitachi IT Operations Analyzerにログインして管理を開始する前に，正しいライセンス
が必要です。ライセンスには，管理できる機器の数などの情報が含まれています。
Hitachi IT Operations Analyzerで管理できる最大数やライセンスが無効になる日は，ラ
イセンスのタイプによって異なります。

！！！！ 注意事項
 

管理用サーバが二つ以上存在する場合は，それぞれの管理用サーバでライセンスが必要で
す。

3.1.1　ライセンス認証
認証の手続きは，ライセンスの区分によって異なります。

• 最初にソフトウェアをインストールしたあと，Hitachi IT Operations Analyzerのロ
グイン画面で，次のボタンをクリックしてください。
• 試用版として［試用版でライセンス認証をする］
• 製品版として［製品版でライセンス認証をする］

• Hitachi IT Operations Analyzerログイン画面で，ソフトウェアをアップグレードし
たあと，ライセンス情報パネルを開くために，［ライセンス］ボタンをクリックしてく
ださい。このパネルの中で，ライセンス認証ウィザードを起動し，認証手続きを開始
するために，［認証を開始］ボタンをクリックしてください。

現在利用されているインターネットの接続状態によって，ライセンス認証をオンライン
またはオフラインで，Webサイトや Eメールを使って実行します。

（1） オンラインライセンス認証

クライアントマシンがインターネット接続可能で，かつWebブラウザを使って管理用
サーバと通信できる場合，オンラインライセンス認証ができます。

ほとんどのクライアントマシンがプロキシサーバを通じてインターネットに接続できる
ことから，これがもっともよく利用される認証方法です。

オンラインでの認証は，管理用サーバがインターネット接続可能な場合にも利用できま
す。この場合，管理用サーバから直接ライセンス認証を完了できます。

（2） オフラインライセンス認証

クライアントマシンがインターネット接続不可能で，Webブラウザを使って管理用サー
バに接続できない場合，オフラインライセンス認証ができます。

この方法は，管理用サーバがインターネット接続できない場合にも使用できます。
20



3.　ライセンスの認証
この方法は，クライアントマシンでライセンス認証の一部を実行した場合でも，イン
ターネット接続のできる別のマシンから，Webサイトや Eメールを使ってライセンスに
関連するファイルを送信する必要があるために，「オフライン」と呼ばれます。

（3） ライセンス認証の再開

オフライン認証では，ファイルをダウンロードして登録するには多少時間が掛かるので，
ライセンス登録用ファイル（LicenseKey.xml）をダウンロードしている間，一度ライセ
ンス認証ウィザードを終了して，あとで再開できます。

次に示す例では，二つのオプションが選択されます。

• インターネットに接続できない
• ライセンス登録用ファイルを持っている

これらを選択することで，オフラインライセンス認証を継続できます。

図 3-1　オフラインライセンス認証（ライセンス登録用ファイル）使用
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3.　ライセンスの認証
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3.　ライセンスの認証
3.2　ログイン画面の起動
ライセンス認証ウィザードは，次の図に示すHitachi IT Operations Analyzerのログイ
ン画面から直接表示することができます。

図 3-2　ログイン画面

Hitachi IT Operations Analyzerの URLの指定は，インストール時に入力したホスト名
とポート番号を使用してください。

ログイン手順を次に示します。

1. Webブラウザを起動する。

2. アドレスバーに，管理用サーバの URLを次の形式で入力する。
　http://ホスト名 :ポート番号 /Analyzer/Analyzer.jsp
例えば，ホスト名が「Analyzer」で，ポート番号が「20510」の場合，URLは次の
ように入力します。
　http://Analyzer:20510/Analyzer/Analyzer.jsp
Hitachi IT Operations Analyzerのログイン画面が表示されます。
23



3.　ライセンスの認証
3.3　オンラインライセンス認証
クライアントマシンがインターネットに接続できて，Webブラウザを使って管理用サー
バに接続できる場合は，ライセンス認証をオンラインで完了できます。

ソフトウェアを購入したか，または試用版のライセンスを持っていて，それを認証する
には，次の手順に従ってください。

1. Hitachi IT Operations Analyzerのログイン画面を開く。

2. 適切なボタンをクリックする。
•［製品版でライセンス認証をする］をクリックする（製品版）
•［試用版でライセンス認証をする］をクリックする（試用版）

！！！！ 注意事項
 

アップグレードインストールが完了したら，［ライセンス情報］パネルを開くために，［ライ
センス］ボタンをクリックしてください。このパネルの中で［認証を開始］ボタンをクリッ
クしてください。

ライセンス認証ウィザードを表示する。
ボタンをクリックしたあと，使用許諾書を確認する画面が表示される場合がありま
す。使用許諾書を確認する画面で［この使用許諾書に同意する］チェックボックスに
チェックを入れて，［次へ］ボタンをクリックします。

3. はじめに画面で，ライセンス認証の方法を確認する。
• 試用版の場合，ライセンス認証は必要ありません。

4.に進んでください。
• 新しい製品版ライセンスを購入したら，購入時のライセンス認証キーを入力してく
ださい。

4.［次へ］ボタンをクリックする。

5. ユーザー名（Eメールアドレス）と，Webサイトで登録したときに受け取ったパス
ワードを入力する。
認証には数分かかります。ライセンスが認証されたら，最後の画面に，ライセンス認
証に成功した旨のメッセージが表示されます。

6.［閉じる］ボタンをクリックして，ウィザードを終了する。
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3.　ライセンスの認証
3.4　オフラインライセンス認証
クライアントマシンがインターネット接続できない環境で，管理用サーバにWebブラウ
ザを使ってアクセスできない場合でも，オフラインで認証できます。この場合，クライ
アントマシンを使ってライセンス認証の一部を完了させます。しかし，ライセンス関係
のファイルを送受信するために，インターネット接続できるマシンが必要です。

インターネットに接続できるマシンでは，Webサイトまたは Eメールを使用します。

3.4.1　ライセンスをオフラインで認証するには
1. Hitachi IT Operations Analyzerのログイン画面を開く。

2. 適切なボタンをクリックする
•［製品版でライセンス認証をする］をクリックする（製品版）
•［試用版でライセンス認証をする］をクリックする（試用版）

！！！！ 注意事項
 

アップグレードインストールが完了したら，［ライセンス情報］パネルを開くために，［ライ
センス］ボタンをクリックしてください。このパネルの中で［認証を開始］ボタンをクリッ
クしてください。

ライセンス認証ウィザードを表示する。
ボタンをクリックしたあと，使用許諾書を確認する画面が表示される場合がありま
す。使用許諾書を確認する画面で［この使用許諾書に同意する］チェックボックスに
チェックを入れて，［次へ］ボタンをクリックします。

3. はじめに画面で，ライセンス認証の方法を確認する。
• 試用版の場合，ライセンス認証は必要ありません。

4.に進んでください。
• 新しい製品版ライセンスを購入したら，購入時のライセンス認証キーを入力してく
ださい。

4.［インターネットに接続できない］チェックボックスをチェックしたあと，［次へ］ボ
タンをクリックする。
送信用キーファイル（Activation.xml）の作成が始まります。

5.［ダウンロード］ボタンをクリックする。
ダウンロードされるファイル名称は，Activation.xmlです。

！！！！ 注意事項
 

送信用キーファイル（Activation.xml）がダウンロード完了したときにだけ，［次へ］ボタ
ンが有効になります。
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3.　ライセンスの認証
6.［次へ］ボタンをクリックする。
ライセンス登録用ファイルを入手する画面が表示されます。

！！！！ 注意事項
 

クライアントマシンがインターネット接続できないため，これ以降の手順の一部は，イン
ターネット接続できるマシンでWebサイトに接続して進める必要があります。ライセンス
認証ウィザードを終了させるか，そのまま先に進むか，選択できます。

7. ダウンロードした送信用キーファイル（Activation.xml）を，Webサイトまたは E
メールを使用して送信する。
ダウンロードした送信用キーファイル（Activation.xml）をインターネットに接続可
能なマシンに移動します。たとえば，ファイルのコピーは，USBメモリなどにファ
イルを移してから，インターネット接続可能なマシンのデスクトップに貼り付けるな
どして，ファイルを移動できます。
インターネット接続可能なマシンで次のどちらかの方法で送信すると，ライセンス登
録用ファイル（LicenseKey.xml）を入手できます。

表 3-1　ライセンス登録用ファイル（LicenseKey.xml）の入手方法

項目 手順

Webサイトを使用する
場合

1. 下記のWebサイトにアクセスする。
http://www.open-middle.com/activation/

2. 送信用キーファイル（Activation.xml）を登録する。
3. ライセンス登録用ファイル（LicenseKey.xml）を取得する。この取得し
たファイルを，一旦インターネットに接続できるコンピュータにダウン
ロードします。たとえば，手順 7で USBメモリなどを使用した場合，
ファイルを USBメモリなどにコピーして，再度クライアントマシンに戻
します。

4. 手順 6のあとライセンス認証ウィザードが終了した場合は，「3.4.2　ライ
センス認証ウィザードの再開」を参照して，認証を再開する。
手順 6のあとライセンス認証ウィザードを開いたままにしている場合は，
ウィザード内で［次へ］ボタンをクリックする。

ライセンスを認証する画面が表示されます。手順 8に進んでください。
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3.　ライセンスの認証
8.［参照］ボタンをクリックして，USBメモリなど，LicenseKey.xmlファイルの保存さ
れている場所を選択する。

フィールドにファイルパスが表示されたら，［次へ］ボタンをクリックする。
認証には数分掛かります。
• ライセンスが認証されたら，最後の画面に，ライセンス認証に成功した旨のメッ
セージが表示されます。

9.［閉じる］ボタンをクリックして，ウィザードを終了する。
認証には数分掛かります。
• ライセンスが認証されたら，最後の画面に，ライセンス認証に成功した旨のメッ
セージが表示されます。
［閉じる］ボタンをクリックして，ウィザードを終了する。
• ライセンス認証に失敗したら，ライセンス認証の結果画面で失敗した旨が表示され
ます。この場合二つのオプションがあります。
・同じ方法で，もう一度ライセンス認証を実施する。この場合，［再オフライン認
証］か［再オンライン認証］ボタンをクリックしてください。
・違う方法で，もう一度ライセンス認証を実施する。この場合，［オフライン認証］
か［オンライン認証］ボタンをクリックしてください。

3.4.2　ライセンス認証ウィザードの再開
ライセンス認証プロセスが一部終了して，ライセンス登録用ファイル（LicenseKey.xml）
を持っている場合，この先の手順に従ってください。ライセンス認証を再開して，完了
できます。

ライセンス認証の再開手順を次に示します。

1. Hitachi IT Operations Analyzerのログイン画面を開く。

2. 適切なボタンをクリックする。

Eメールを使用する場
合

1. Eメールアプリケーションを開く。
2. 下記の Eメールアドレスに，送信用キーファイル（Activation.xml）を
添付して送信する。宛先 : itoperations.activate@itg.hitachi.co.jp

3. 送付した送信用キーファイル（Activation.xml）が受信処理されると，ラ
イセンス登録用ファイル（LicenseKey.xml）が Eメールで送られてく
る。このファイルを，一旦インターネットに接続できるコンピュータに
ダウンロードします。たとえば，手順 7で USBメモリなどを使用した場
合，ファイルを USBメモリなどにコピーして，再度クライアントマシン
に戻します。

4. 手順 6のあとライセンス認証ウィザードが終了した場合は，「3.4.2　ライ
センス認証ウィザードの再開」を参照して，認証を再開する。
手順 6のあとライセンス認証ウィザードを開いたままにしている場合は，
ウィザード内で［次へ］ボタンをクリックする。

ライセンスを認証する画面が表示されます。手順 8に進んでください。

項目 手順
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3.　ライセンスの認証
•［製品版でライセンス認証をする］をクリックする（製品版）
•［試用版でライセンス認証をする］をクリックする（試用版）

！！！！ 注意事項
 

アップグレードインストールが完了したら，［ライセンス情報］パネルを開くために，［ライ
センス］ボタンをクリックしてください。このパネルの中で［認証を開始］ボタンをクリッ
クしてください。

ライセンス認証ウィザードを表示する。
ボタンをクリックしたあと，使用許諾書を確認する画面が表示される場合がありま
す。使用許諾書を確認する画面で［この使用許諾書に同意する］チェックボックスに
チェックを入れて，［次へ］ボタンをクリックします。

3. はじめに画面で［インターネットに接続できない］チェックボックスおよび［ライセ
ンス登録用ファイルを持っている］チェックボックスをチェックしたあと，［次へ］
ボタンをクリックする。

［既にライセンスキーファイルを持っている場合はチェックしてください］にチェッ
クする。

4.［参照］ボタンをクリックして，USBメモリなど，LicenseKey.xmlファイルの保存さ
れている場所を選択する。

フィールドにファイルパスが表示されたら，［次へ］ボタンをクリックする。
認証には数分掛かります。
• ライセンスが認証されたら，最後の画面に，ライセンス認証に成功した旨のメッ
セージが表示されます。

5.［閉じる］ボタンをクリックして，ウィザードを終了する。
認証には数分掛かります。
• ライセンスが認証されたら，最後の画面に，ライセンス認証に成功した旨のメッ
セージが表示されます。
［閉じる］ボタンをクリックして，ウィザードを終了する。
• ライセンス認証に失敗したら，ライセンス認証の結果画面で失敗した旨が表示され
ます。この場合二つのオプションがあります。
・同じ方法で，もう一度ライセンス認証を実施する。この場合，［再オフライン認
証］か［再オンライン認証］ボタンをクリックしてください。
・違う方法で，もう一度ライセンス認証を実施する。この場合，［オフライン認証］
か［オンライン認証］ボタンをクリックしてください。
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3.　ライセンスの認証
3.5　認証後にライセンス情報を参照する
現在の管理情報やライセンスに関連した詳細な情報を確認する場合は，ライセンス情報
画面を参照します。

ライセンス情報画面へは，次に示す場所からアクセスできます。

• ログイン画面
［ライセンス］ボタンは常にアクティブになっています。このボタンをクリックするこ
とで，ライセンス情報画面が開きます。

• 設定画面
ログイン後，設定画面の［設定］メニューの［製品ライセンス］セクションから［製
品ライセンスの設定］を選択します。

•［ヘルプ］メニュー
［ヘルプ］メニューから，［バージョン情報］をクリックすると，ライセンス情報画面
が開きます。

ライセンス情報画面に表示されている情報は，例えば次のように管理機器数を増減させ
ると更新されます。

• 管理対象機器に，新たに探索した機器を追加した場合
• ライセンス保有数を増やしてから，管理対象の機器を指定した場合
• 管理対象機器を削除した場合

次の図に，ログイン画面またはヘルプメニューからアクセスできる画面の例を示します。
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3.　ライセンスの認証
図 3-3　ライセンス情報画面
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4　 ログインしてセットアップ
タスクを完了する
この章では，ログイン画面の起動方法と，必要な情報の入力方
法，使用する画面について説明します。さらに，情報を安全に
管理するために，ビルトインユーザーのパスワードの変更方法
についても説明します。さらに，複数の管理者による管理に対
応するための，ユーザーアカウントの追加手順について説明し
ます。

4.1　概要

4.2　ログイン

4.3　Hitachi IT Operations Analyzerデスクトップとヘルプの紹介

4.4　ビルトインユーザーアカウントのパスワード変更

4.5　ユーザーアカウントの追加
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
4.1　概要
ライセンス認証が完了した時点で，Hitachi IT Operations Analyzerにログインして使用
する準備ができています。最初にログインして，次の二つの設定をしてください。

ビルトインユーザーアカウントのパスワードを変更する
許可されていないユーザーがログインするのを防ぐために，ビルトイン（デフォル
ト）ユーザーアカウントのパスワードを変更してください。

ユーザーアカウントを追加する
もし，ご使用の環境に異なる職務を持つ複数の IT管理者がいる場合，それぞれの管
理者にアカウントを作成できます。これらのアカウントは探索プロセスを開始する
ときや，Eメールによる警告を発するときに，受信者を識別するために必要になり
ます。
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
4.2　ログイン
Hitachi IT Operations Analyzerの URLを指定するために，インストールの際に入力し
たホスト名とポート番号を使用してください。ユーザー IDとパスワードがあらかじめ登
録されているため，その情報を使ってログインできます。

ログイン手順は次のとおりです。

1. Webブラウザを起動する。

2. アドレスバーに，管理サーバの URLを入力する。
Hitachi IT Operations Analyzerのログイン画面が表示されます。

3. ビルトインユーザー情報を入力する。
パスワードは大文字・小文字を区別するので注意が必要です。
•［ユーザー ID］：system
•［パスワード］：manager

4.［ログイン］ボタンをクリックする。
ホーム画面が表示されます。

！！！！ 注意事項
 

誤ったパスワードを 3回連続で入力した場合，アカウントは一時的にロックされます。この
場合，ユーザーアカウント管理権限を持っているユーザーだけが，ロックを解除できます。
ロック解除の情報については，オンラインヘルプを参照してください。
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
4.3　Hitachi IT Operations Analyzerデスクトッ
プとヘルプの紹介

ログインすると，Hitachi IT Operations Analyzerのデスクトップが表示されます。ホー
ム画面と，現在の管理環境のステータスが常に表示されています。探索ウィザードが完
了するまでは，データは表示されません（探索ウィザードはシステム内の機器を発見し
て結果を報告します）。

図 4-1　起動時のデスクトップの表示

この例では，先頭に「IT Operations Analyzerへようこそ！」と書かれたグループボッ
クスがありますので，そこから探索を始めてください。このメッセージは，ウィザード
を終了すると消えます。ただし，管理機器の数が 0になるとメッセージは再表示されま
す。

4.3.1　デスクトップの構成要素について
このマニュアルでは，Hitachi IT Operations Analyzerのデスクトップの構成要素につい
て，画面，メニューなど，必要な部分だけを説明しています。次の図中の領域に付記し
た番号については，それぞれ次の表で説明します。
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
図 4-2　デスクトップの構成要素

表 4-1　画面の構成要素

エリア 詳細

1 メニュー •［ファイル］
このメニューから［ログアウト］を選択すると，Hitachi IT Operations 
Analyzerのセッションを終了して，ログイン画面を表示します。

•［表示］
このメニューには，［デフォルトのレイアウトに戻す］が含まれています。［デ
フォルトのレイアウトに戻す］を選択すると，ディスプレイの変化（ホーム画面
で画面を動かす，など）が取り消されて，デフォルトの状態に戻ります。

•［ツール］
このメニューには，次のものが含まれています。
［現在の RCA解析結果（稼働状況）を表示する］
［現在の RCA解析結果（パフォーマンス）を表示する］
これらのオプションを選択すると，モニタリング画面が起動します。さらに，環
境を探索するための［探索ウィザードを開始する］，ログインしている管理者が
個人アカウントの設定を変更できる［ユーザーアカウントの編集］ダイアログ
ボックスを起動するための［ユーザー情報を変更する］があります。

•［ヘルプ］
このメニューには，オンラインヘルプを起動する［Analyzerのヘルプ］と，最
新製品を確認するための［アップデート情報の確認］，製品に関するサポートを
提供するための［サポート情報］，およびライセンス情報を表示する［バージョ
ン情報］があります。

右側のメニュー領域にはログイン管理者 IDを表示します。図 4-2の［System］で
示す部分です。［System］ボタンをクリックすると［ユーザーアカウントの編集］
ダイアログボックスが表示されます。
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
（1） オンラインヘルプについて

製品の使用法に関する情報は，［ヘルプ］メニューから利用できます。

オンラインヘルプを参照する手順は，次のとおりです。

1.［ヘルプ］メニューをクリックします。

2.［Analyzerのヘルプ］を選択します。

図 4-3　オンラインヘルプの起動時の画面

2 画面 •［ホーム］
この画面では，ご使用のシステムのステータスの概要を表示します。各画面に
は，異なった視点に基づく管理環境の概要が表示されています。

•［モニタリング］
この画面では，イベントステータスや，根本原因分析のような，トラブルシュー
ティングを手助けする機能を提供します。

•［イベント］
この画面では，すべての検出されたイベントを分類して表示します。

•［レポート］
この画面では，毎日，毎週，または毎月，パフォーマンスの統計データなどのレ
ポートが配信されます。

•［設定］
この画面では，探索スケジュールの設定や，ユーザーアカウントの管理，および
しきい値の設定など，システム全体の設定ができます。

3 画面メ
ニュー

このエリアは，選択した画面に関連するキーとなるメニュー項目を表示します。メ
ニューから選択すると，情報エリアに詳細な情報が表示されます。

4 情報 このエリアは，選択した画面，および選択した画面メニューによって表示内容が変
わります。所有する権限と，選択したメニュー項目で利用できるオプションに応じ
て，データの追加，編集，または削除ができます。

エリア 詳細
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
（2） 状況依存ヘルプについて

概要情報や特定のタスクに関する説明は必要ではなく，ダイアログボックスやHitachi 
IT Operations Analyzerのコンポーネント内でどのように操作すればよいのかだけを知
りたい場合は，［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。特定の画面に関する情報を知
りたい場合も，［ヘルプ］ボタンをクリックします。

現在見ている画面に関する情報が記載されているポップアップウィンドウが表示されま
す。次に示すのは，ホーム画面の全体的な概要画面に対する状況依存ヘルプです。これ
は，［ヘルプ］ボタンをクリックすることで表示されます。

ポップアップウィンドウの右上の［×］ボタンをクリックすると，ヘルプを終了できま
す。必要があれば，トピックタイトルの右にある［印刷］ボタン（プリントアイコンで
表示されています）をクリックするとトピックを印刷できます。

図 4-4　［ヘルプ］ボタンで起動する状況依存ヘルプ
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
4.4　ビルトインユーザーアカウントのパスワー
ド変更

Hitachi IT Operations Analyzer内では，最初はビルトインユーザーのアカウントだけが
有効です。そのため，Hitachi IT Operations Analyzerにログインしたら，ビルトイン
ユーザーのアカウントを使用して初期セットアップとシステム探索タスクを始めます。

安全のために，アカウントのパスワードを変更することをお勧めします。必要に応じて，
ほかのアカウントの設定もカスタマイズしてください。デフォルトの情報を変更するこ
とは，Hitachi IT Operations Analyzerに対する不正アクセスと，ご使用の環境の管理環
境の保全に役立ちます。

設定画面では，ユーザーアカウントの追加，変更，そして削除ができます（［ユーザー管
理］セクションの［ユーザーアカウントの管理］から設定できます）。

！！！！ 注意事項
 

ほかのアカウントを作成したあとでも，ビルトインユーザーアカウントは削除できません。
さらに，［ユーザー ID］と権限は固定です。変更はできません。

ビルトインユーザーアカウントのパスワードの変更手順を次に示します。

1. ログインする。

2. 設定画面をクリックする。

3.［設定］メニューから，［ユーザー管理］セクションを選択し，そこから［ユーザーア
カウントの管理］を選択する。
［ユーザーアカウントの管理］パネルが開き，ビルトインユーザーアカウントが表示
されます。

4.［編集］ボタンをクリックする。
［ユーザーアカウントの編集］ダイアログボックスが表示されます。

5. パスワードを変更する。
［パスワードを変更する場合はチェックしてください］チェックボックスをチェック
し，［新しいパスワード］にパスワードを入力します。［パスワード確認］に，もう一
度パスワードを入力します。

6. 必要に応じて，ほかのアカウントの設定も変更する。

［名称］
管理者名を入力します。

［メールアドレス］
Eメールアドレスを入力します。入力例を次に示します。
　sam@Hitachi.com
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
• 入力できるのは ASCII文字で 255文字までです。
• @は一度だけ使用してください。@の前と後ろに文字を配置する必要があります。
• ピリオドをアドレスの冒頭または最後に使用しないでください。
• 次の文字は，Eメールアドレスには使用できません
　( ) < > [ ] : ; ¥

• 入力した Eメールアドレスが Eメール通知の「From」欄に表示されます。ただ
し，ビルトインユーザーアカウントに対して Eメールが設定されていない場合は，
「From」欄は空欄になります。

［説明］
作成しているユーザーアカウントの種別を簡単に記述する。管理者が管理業務を行う
上で，ユーザーの役割を理解するのに役立ちます。この欄には，80文字以内で入力し
ます。

［権限］
次の中から一つ以上の権限を選択する必要があります。
ユーザーアカウント管理権限：［ユーザーアカウント］欄の［管理権限］チェック
ボックスにチェックを入れる。
システム管理権限：［システム］欄の［管理権限］および［参照権限］チェックボッ
クスにチェックを入れる。
システム参照権限：［システム］欄の［参照権限］チェックボックスにチェックを入
れる。

7.［OK］ボタンをクリックして変更を保存し，［ユーザーアカウントの編集］ダイアロ
グボックスを閉じる。
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
4.5　ユーザーアカウントの追加
ご使用の環境の ITインフラの規模によっては，複数の職場に複数の管理者が存在する可
能性があります。この場合，設定画面から複数の管理者にそれぞれアカウントを割り当
てて，適切な権限を与えてください。ビルトインユーザーアカウントを使ってログイン
したら，次に示す表に従って，各ユーザーアカウントに権限を与えてください。

表 4-2　管理者の権限レベル

その後，探索プロセスの際にこれらのアカウントを使用できます。そして，Eメールで
通知を出すときに，通知を受信する管理者を識別する必要があります。

ユーザーアカウントの追加手順を次に示します。

1. ログインする。

2. 設定画面をクリックする。

3.［設定］メニューから，［ユーザー管理］セクションを選択して，そこから，［ユー
ザーアカウントの管理］を選択する。
［ユーザーアカウントの管理］パネルが開いて，ビルトインユーザーアカウントの一
覧が表示されます。

4.［ユーザーアカウントの追加］ボタンをクリックする。
［ユーザーアカウントの追加］ダイアログボックスが表示されます。

5.［ユーザー ID］にユニークなユーザー IDを入力する。
データを保存すると IDは確定され，変更できなくなるので注意してください。

6.［新しいパスワード］にユニークなパスワードを入力し，［パスワード確認］に，再度
パスワードを入力する。

7. その他のアカウントの設定を次のとおりに指定する。
•［名称］（任意）：管理者の名前を入力してください。
•［メールアドレス］（任意）：管理者の Eメールアドレスを入力してください。
•［説明］（任意）：作成しているユーザーアカウントのタイプに関する短い説明を入
力してください。80文字まで入力できます。

•［権限］（必須）：次の中から一つ以上の権限を選択する必要があります。
ユーザーアカウント管理権限：［ユーザーアカウント］欄の［管理権限］チェック
ボックスにチェックを入れる。

権限 このガイドとヘル
プでの表記

すべての管理者のユーザーアカウントを設定する権限 ユーザーアカウン
ト管理権限

情報の追加や編集，削除といったシステムを管理する権限 システム管理権限

情報を参照する権限 システム参照権限
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4.　ログインしてセットアップタスクを完了する
システム管理権限：［システム］欄の［管理権限］および［参照権限］チェック
ボックスにチェックを入れる。
システム参照権限：［システム］欄の［参照権限］チェックボックスにチェックを
入れる。

8.［OK］ボタンをクリックして入力内容を保存し，ダイアログボックスを閉じる。

9. ほかのユーザーアカウントを追加する場合は，手順 4～ 8を繰り返す。
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5　 社内システムを探索する
この章では，Hitachi IT Operations Analyzerが探索ウィザー
ドで入力した情報を基にどうやってご使用の環境内のサーバ，
ストレージ，およびスイッチを探し出すかについて説明しま
す。

5.1　探索ウィザードとは

5.2　探索ウィザードの使用
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5.　社内システムを探索する
5.1　探索ウィザードとは
探索ウィザードは，ご使用の環境のシステムを管理するための最初のステップです。こ
のウィザードで，社内システム，例えば，ネットワークの IPアドレスや関連する認証情
報に関する情報を指定します。ここで入力する情報は，「2.　セットアップとインストー
ル」で確認してください。この情報は，Hitachi IT Operations Analyzerによって，サー
バ，ストレージ，およびスイッチを，社内システムから探し出すのに使用されます。ま
た，設定に応じて，探索が完了したときに Eメールで通知したり，あとで確認できるよ
うに結果を送信したりします。

次の図に，探索ウィザードの概要を示します。

図 5-1　探索プロセス

ウィザードを終了してすぐにシステムの探索を開始する場合，探索のステータスを，［探
索履歴の確認］パネルでリアルタイムに確認できます。ほかにも，最近発見された機器
の情報を［発見した機器］パネルで確認できます（この二つのパネルは，設定画面に
入っています）。

Hitachi IT Operations Analyzerは，デフォルトスケジュール，またはウィザード内でカ
スタマイズしたスケジュールに従って探索を繰り返します。
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5.　社内システムを探索する
5.2　探索ウィザードの使用
社内システムの探索を開始する方法について，次に説明します。

！！！！ 注意事項
 

• ユーザーアカウント管理権限が必要です。
• 探索ウィザードの各画面の詳細については，［ヘルプ］ボタンをクリックして，製品のヘ
ルプを参照してください。また，必要に応じて，追加，および編集ダイアログボックスの
中にある［ヘルプ］ボタンも使用してください。

1. ログインする。
ホーム画面が表示されます。一番上のパネルに，探索ウィザードを開始するためのプ
ロンプトが表示されています。そこには，「IT Operations Analyzerへようこそ！」
と記載されています。

2. ウィザードを開始するために，次のどちらかのリンクをクリックする。
•［まずはじめに，機器を探索しましょう］をクリックします。
• 探索設定を構築して探索を開始するには，［探索条件の設定へ］をクリックします。

3.［次へ］ボタンをクリックすると，［探索条件の設定］画面が表示される。

5.2.1　探索範囲を指定する
Hitachi IT Operations Analyzerが，社内システムのサーバ，ストレージ，およびスイッ
チの位置を特定できるように，探索範囲を指定してください。

1.［探索範囲を追加］ボタンをクリックする。

2. 要求された情報を入力する。
• Hitachi IT Operations Analyzerは指定された範囲内のすべてのアドレスをチェッ
クするので，二つ以上の IPアドレスが存在しないような範囲を指定してください。
こうすることで，探索がより早く終了し，サーバが三つ以上のログをブロックする
問題が発生するのを防ぎます。

• Windows，Hyper-V，Linux，および Solaris機器の存在は，ホスト名で識別され
ています。そのため，Hitachi IT Operations Analyzerは同じホスト名を持ってい
る複数のサーバは分析できません。社内システムに同じホスト名のサーバが複数あ
る場合は，管理したいサーバだけを選択するようにしてください。

•［プロトコルを特定できない機器］で［発見する］を設定していた場合でも，サー
バ側の設定で pingのチェックを受け付けないようになっているときは，サーバは
探索できません。

• 二つ以上の範囲に，同じ IPアドレスを配置できません。ある IPアドレスを別の範
囲でもう一つ使用している場合は，重複個所を修正してください。［探索範囲の分
割確認］ダイアログボックスで，提案された範囲と入力した値を比較してくださ
い。変更を受け入れる場合は，［OK］ボタンをクリックしてください。
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5.　社内システムを探索する
3.［OK］ボタンをクリックする。
複数の IPアドレスの範囲が，［開始］の IPアドレスを基にして昇順で表示される。

4. さらに探索範囲を追加するには，手順 1～ 3を繰り返す。

5.［次へ］ボタンをクリックすると，［認証情報の追加］画面が表示される。

5.2.2　認証情報を指定する
Hitachi IT Operations Analyzerが各機器のデータを収集するために使用するサーバアク
セスプロトコルとユーザー認証情報を次の手順で指定します。

1.［認証情報を追加］ボタンをクリックする。
［認証情報の追加］ダイアログボックスが開きます。

2. 要求された情報を入力する。
［プロトコル］選択に応じて，［使用できる機器］欄に，インストールされているプラ
グインも含めた関連する機器が表示さます。

3.［OK］ボタンをクリックして，入力内容を保存する。

4. ほかの認証情報を追加するには，手順 1～ 3を繰り返す。

5.［次へ］ボタンをクリックする。
［認証情報を割り当てる］画面が表示されます。

5.2.3　認証情報を関連させる
1. 次のどちらかの方法で，各対象範囲内で使用される認証情報を選択する。
• 認証情報をすべて使用したい場合は，［すべて］チェックボックスにチェックを入
れてください。

• 使用する認証情報を選択する場合は，［選択］チェックボックスにチェックを入れ
たあと，使用したい認証情報を選択する。

！！！！ 注意事項
 

管理用サーバにプラグインがインストールされている場合は，上記のチェックボックスはど
ちらもチェックを入れられません。

2.［次へ］ボタンをクリックして，［探索スケジュール］画面を表示させる。

5.2.4　探索スケジュールの指定
1. デフォルトでは，毎週日曜日の 00:00に自動探索が始まるようになっているので，そ
れを確認する。
探索は，探索ウィザードが完了したら始まります。
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5.　社内システムを探索する
！！！！ 注意事項
 

スケジュールを設定したくない場合は［探索スケジュール］チェックボックスのチェックを
外してください。
スケジュールの設定方法は次のとおりです。

•［開始時刻］：00:00～ 23:59の間で，分単位に設定してください。
•［繰り返し単位］：デフォルトでは，スケジュールは週単位で繰り返されるように設
定されています。ここは，日単位か月単位のスケジュールに変更できます。

•［繰り返し内容］：選択した繰り返しのスケジュールを何度実行するかを次の表のよ
うに指定します。

•［このウィザードが完了後，すぐに探索を実行する］チェックボックス：探索ウィ
ザードで選択を終えたらすぐに探索を開始する場合は，このチェックボックスに
チェックを入れてください。探索のタイミングが自動のスケジュールに従うように
したい場合は，このチェックボックスのチェックを外してください。

2.［次へ］ボタンをクリックして，［探索完了の通知］画面に進む。

5.2.5　探索通知の設定
1.「4.　ログインしてセットアップタスクを完了する」で示す設定が完了している場合
は，すでにビルトインユーザーアカウントを変更して，そのほかの管理者ユーザーを
追加している。
追加したユーザーは，［探索通知の設定をする］画面に一覧表示されています。デ
フォルトでは，すべての管理者が選択されていて，探索完了後に全員に通知が送信さ
れるようになっています。通知を受け取る必要のない管理者のチェックボックスの
チェックを外してください。
4章の設定を終了していない場合は，ビルトインユーザーアカウントだけが表示され
ています。存在している Hitachi IT Operations Analyzerユーザーの Eメールアドレ
スを入力できます。
受信者に向けて送信される Eメールの From:の部分には，ビルトインユーザーアカ
ウントの Eメールアドレスが記載されています。
•［探索完了の通知先］：通知を受け取る人の Eメールアドレスを入力してください。
制御コードを除いて 255文字まで入力できます。@の前後には必ず文字を入力して
ください。

単位 指定内容

日単位 1（1日に 1回）～ 50を指定します。

週単位 1（1週間に 1回）～ 50を指定します。また，自動探索を実行する曜日（日曜～土曜まで）
も指定します。

月単位 月の中での日付を 1～ 31の間で指定します。または，月の第一週から第四週，または最終
週という形で指定して，選択した週の中でどの曜日に実行するかを，日曜から土曜までで
指定します。月単位のスケジュールの場合，設定したい週・日のスケジュールの隣のボタ
ンをクリックしてください。
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5.　社内システムを探索する
！！！！ 注意事項
 

Eメールアドレスを入力するときには，次のことにも注意してください。
• @は一度だけ使用してください。
• 先頭と最後にピリオドを入力しないでください。
• 記号「( ) < > [ ] : ; ¥」は使用できません。

•［メールサーバ（SMTPサーバ）の設定］：メールサーバ関連の設定をしてくださ
い。例えば，SMTPの［ホスト名］や［ポート番号］です。

•［セキュリティ保護の接続］：セキュリティ保護の接続を使って SMTPサーバに接続
するためには，使用したいセキュリティプロトコルを選択する必要があります。

• 認証が要求された場合は，［SMTP認証を使用する］チェックボックスをチェック
して，管理者の［ユーザー ID］を入力してください。

• 認証を使用している場合に，SMTPサーバのパスワードを変更するときは，［パス
ワードを変更する場合はチェックしてください。］チェックボックスにチェックを
入れてください。そして，パスワード情報を入力してください。

•［探索完了の通知先］に指定した Eメールアドレスの中で，指定されたものが有効
かどうかを確認するときは，［テストメールを送信］ボタンをクリックしてくださ
い。ボタンをクリックすると，[TEST]というタイトルの Eメールが指定されたア
ドレスに送信されます。続ける場合は，［OK］ボタンをクリックしてください。何
か通信の問題が発生したときは，メッセージが表示されます。

2.［次へ］ボタンをクリックすると，［設定を確認して終了する］画面が表示される。

5.2.6　設定を確認してウィザードを終了する
探索ウィザードの最後のステップでは，すべての設定を確認します。必要に応じて［戻
る］ボタンをクリックして，修正してください。

情報が正しい場合は，［完了］ボタンをクリックしてください。探索ウィザードの最後の
画面が表示されます。そこには［探索の設定が完了しました！］と記載されています。

スケジュールの選択に応じて，探索が直ちに開始されるか，または設定したスケジュー
ルに従って実行されます。

直ちに探索が開始される場合は，設定画面の中の［探索履歴の確認］パネルで，進行状
況を確認してください。

探索プロセスが終了したあと，通知を受信するように設定した管理者に，通知の Eメー
ルが送信されます。

（1） 追加のオプションを確認する

［設定を確認して終了する］画面の中の，［探索状態の確認］，［ユーザーアカウントの作
成］，および［メール通知先の設定］の下にあるアクションボタンを使用すると，いくつ
かのタスクを実行できます。
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5.　社内システムを探索する
［閉じる］ボタンをクリックすると，探索ウィザードは終了します。

あとでウィザードを再び開いて設定を変更する場合は，［ツール］メニューから［探索
ウィザードを開始する］を選択することで変更できます。

図 5-2　［ツール］メニューから探索ウィザードにアクセスする
49





6　 管理を開始する
Hitachi IT Operations Analyzerがご使用の環境のシステムコ
ンポーネントを探索したあと，管理したい機器を選択します。
この章では，探索結果と機器選択についての情報を説明しま
す。機器の管理や設定のカスタマイズなど，その他の設定の概
要についても説明します。

6.1　管理する機器を選択する

6.2　推奨するタスク
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6.　管理を開始する
6.1　管理する機器を選択する
探索の終了後，結果が次の領域に反映されます。

• ホーム画面の，［最新の探索状況］パネル
• 設定画面の，［発見した機器］パネル

次の図に，［発見した機器］パネルの一部を示します。［状態］欄には，探索成功か，ま
たは各機器の問題について表示されています。

図 6-1　設定画面上の［発見した機器］パネル

各機器の表示された状態によって，ユーザーアカウント管理権限を持っている管理者は
［状態］欄に表示された各機器に対して次に示す管理ができます。

•［状態］欄に「正常」と表示されている機器は管理対象にできます。管理対象とした機
器は，［管理対象機器］パネルに表示されます。

• すべての機器は状態に関係なく，管理対象および探索の対象から除外できます。除外
された機器は［除外対象機器］パネルに表示されます。

探索によって問題があると判明した機器は，［探索履歴の確認］パネルの［探索状態］欄
に「エラー」または「警告」と表示されます。また，Hitachi IT Operations Analyzerが
サーバやスイッチといった機器種別を決定できない機器については，「未知」と表示され
ます。

機器の状態に加えて，次の情報が提供されます。

•［IPアドレス］：探索された機器の IPアドレスを示します。
•［名称］：探索された機器名を示します。
•［認証情報］：現在使用されている IPアドレスに対応するサーバの認証プロトコルを示
します。冒頭の欄をクリックすると，現在の並び順を変更できます。

•［機器種別］：機器種別を示します（サーバ，ストレージ，またはネットワーク機器）
•［説明］：発見した機器の説明です。サーバについては，OSやメーカー，モデル，お
よびシリアル番号が表示されます。ストレージやネットワーク機器については，
ファームウェアバージョン，メーカー，モデル，およびシリアル番号が表示されます。

複数の IPアドレスを持っている機器があった場合，一つ目のアドレスが黒のテキストで
表示されます。残りのアドレスについては，グレーのテキストで表示され，更新されま
せん。
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6.　管理を開始する
！！！！ 注意事項
 

探索の間，Hitachi IT Operations Analyzerは監視対象の機器を機器識別子（Node ID）に
よって識別します。このため，同じ IPアドレスであっても，Node IDが異なるものは，異
なる機器と識別されます。認証がされていないノードの場合は，探索結果として未知の機器
と識別され，Hitachi IT Operations Analyzerは Node IDを割り当てます。あとでその機器
に対する認証がされた場合，例えばプロトコルがWMIと定義されたような場合は，それに
続く探索の処理の中で，探索結果として二つのバージョンの機器ができます。この場合，
Hitachi IT Operations Analyzerがその前に割り当てた Node IDはホスト名が異なってお
り，異なる機器とみなされます。

管理する機器を選択する際は，管理用サーバおよび管理対象の機器と管理用サーバを接
続するネットワーク機器を両方含めることをお勧めします。これは，将来的に根本原因
の分析精度を高めるのに役立ちます。

管理する機器を選択する方法は次のとおりです。

1. 設定画面を開く。

2.［設定一覧］から，［機器の探索］セクションに移動する。そして，［発見した機器］
をクリックする。

3.［状態］欄の中の，ステータスが［正常］になっている機器の中から，管理したい機
器をチェックする。

！！！！ 注意事項
 

［発見された機器］一覧に表示された次の情報をソートするには，フィルタータブの矢印を
クリックしてください。
• すべての装置（または特定の装置）
• すべての監視状況（または特定の監視状況）
• すべての発見状況（または特定の発見状況）

4.［管理対象に変更］ボタンをクリックする。
以降，管理されている機器の管理は，設定画面の［管理対象機器］パネルからできま
す。ただし，設定によって，ライセンスの管理可能数が減っていきますので，ご注意
ください。
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6.　管理を開始する
6.2　推奨するタスク
プロセスを開始するときに，検討が必要なタスクが幾つかあります。次に示す表では，
管理を始める際に，実行頻度の高いタスク，時々実行するタスク，または必要に応じて
実行するタスクの概要を説明しています。この表は，典型的なタスクの機能についての
一般的な指針ですが，実際に実行するタスクとその頻度はご使用の環境に依存します。

「オンラインヘルプ」欄には，どこを見れば関連するトピックが参照できるか記載してい
ます。

表 6-1　実行頻度の高いタスク

タスク 詳細 画面名 オンラインヘ
ルプ

探索された機器をチェックする 探索完了通知を受け取り，機器
の管理の設定をする場合，設定
画面の［発見した機器］パネル
の結果を確認してください。
探索ステータスはホーム画面で
も確認できます。

ホーム画面
設定画面

環境を探索す
る

探索された機器を管理する 機器が探索されたら，状態を確
認して，機器をどのように扱う
か決定してください。
• 機器を管理対象から除外する
• 機器を管理する
• 機器の設定を修正する

設定画面 機器の管理

イベント通知に返答する 設定画面で定義した各種のレ
ポートを基に，異なる管理者が
イベントを確認して，応答しま
す。

モニタリング
画面
イベント画面

• 環境の監
視

• イベント
および障
害の評価
と解決

イベントの問題を解決する 根本原因分析（RCA）機能を使
用して，ほかの領域に影響を与
えるイベントの原因を発見し，
問題を解決してください。

モニタリング
画面
イベント画面

管理している環境での操作上のス
テータスを確認する

ホーム画面から，システムのス
テータスの概要を確認してくだ
さい。稼働率やグループ，機器，
およびネットワークなどの業務
グループのパフォーマンスを確
認するために，レポート画面の
レポートを使用してください。

ホーム画面
レポート画面

環境の監視
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6.　管理を開始する
表 6-2　時々実行するタスク

表 6-3　必要に応じて実行するタスク

タスク 詳細 画面名 オンラインヘ
ルプ

 Hitachi IT Operations Analyzer
のユーザーアカウントを管理する

• ユーザーアカウントの追加
• ユーザーアカウントの変更
• ユーザーアカウントの削除

設定画面 ユーザー管理

レポートを変更する レポートオプションと Eメール
受信者を修正してください。

設定画面 システム状態
のレポート通
知を変更する

タスク 詳細 画面名 オンラインヘ
ルプ

探索の設定を変更する 監視間隔，探索通知の受信者な
どを変更します。

設定画面 設定内容をカ
スタマイズす
る

業務グループを設定する 業務グループは，関連する機器
のグループです。ORACLE，
SQL，およびMicrosoft 
Exchange Serverのような特別
なソフトウェアを使用する機器
や，ご使用の環境の財務部や人
事部のような特別な部署で使用
する機器をグループ化できます。

設定画面
モニタリング
画面

任意の設定を
実施する

テンプレートを作成・管理する 警告のしきい値を設定するため
に，サーバ，ストレージ，およ
びスイッチに適用するテンプ
レートの追加，編集，および削
除をします。また，管理するた
めのWindows，Linux，および
Solarisサービスにも，テンプ
レートが使用されます。

設定画面

インストールされたプラグインを
管理する

ご使用の環境の管理用サーバに
プラグインがインストールされ
ている場合，プラグイン情報の
確認や，スケジュールされたメ
ンテナンス活動の一部としてプ
ラグインをオフラインで使用す
る場合に，プラグインコント
ロール機能を使ってタスクを完
了できます。

設定画面 プラグインの
管理

ライセンスをアップグレードする 管理容量が限界に達した場合，
ライセンスをアップグレードす
ることで，引き続き新規に探索
された機器を管理できます。

設定画面 ライセンスの
登録
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6.　管理を開始する
 Hitachi IT Operations Analyzer
データベースをメンテナンスする

データベースリポジトリと環境
設定ファイルに対して，バック
アップスケジュールを設定して，
実行します。さらに，ご使用の
環境が管理容量のアップグレー
ドを計画している場合，十分な
空きディスク容量があるかを調
査して，必要があればディスク
容量を拡張します。

（該当なし） Hitachi IT 
Operations 
Analyzer
データベース
の管理

探索やエラーメッセージに関する
問題に対処する

探索やエラーメッセージに関す
る問題への対処を確認してくだ
さい。

設定画面 トラブル
シューティン
グのガイドラ
イン

ソフトウェアをアップグレードす
る

将来的に，ご使用の環境でソフ
トウェアをアップグレードする
可能性があります。

（該当なし） Hitachi IT 
Operations 
Analyzerの
アップグレー
ド

ソフトウェアをアンインストール
する

致命的なエラー状態にならない
限り，アンインストールする必
要はありません。

（該当なし） Hitachi IT 
Operations 
Analyzerを
アンインス
トールする

タスク 詳細 画面名 オンラインヘ
ルプ
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7　 ソフトウェアのアップグ
レード
この章では，メジャーバージョンアップの際に，貴職場でアッ
プグレードのために必要な準備について説明しています。メ
ジャーリリースは，リリースノートに記載されたプロダクト
バージョン番号で判断できます。例えば，02-51などはメ
ジャーリリースですが，02-51-01はメジャーリリースではあ
りません。

7.1　アップグレードについて

7.2　アップグレードの準備

7.3　アップグレード
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7.　ソフトウェアのアップグレード
7.1　アップグレードについて
Hitachi IT Operations Analyzerを購入してご使用の場合は，最新バージョンにアップグ
レードできます。これによって，最新のエンハンスやその他の機能が搭載された状態で
使用できるため，アップグレードしていただくことをおすすめします。

アップグレードすることが決まったら，やるべき作業は貴職場のソフトウェアメンテナ
ンス契約によって次のように異なります。

• 貴職場のソフトウェアメンテナンスが有効な場合
ソフトウェアのアップグレードを使用して，ライセンス認証ができます。

• 貴職場のソフトウェアメンテナンスが期限切れの場合
アップグレードするためには，新たなライセンスを購入する必要があります。

ソフトウェアメンテナンスの状態を確認するためには二つの方法があります。

• ライセンス認証ウィザードの中で確認する。
• ライセンス認証ウィザードを使用する前に，IT Operations Softwareポータルを参照
することで確認する。

次のセクションでは，ライセンス認証ウィザードを使用する前に確認する方法について
説明します。
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7.　ソフトウェアのアップグレード
7.2　アップグレードの準備
貴職場のソフトウェアメンテナンスが有効であるかどうかは IT Operations Software
ポータルを使って次の手順で確認できます。

1. IT Operations Softwareポータルを開きます。
2. メニューバーから［サインイン］をクリックします。
3. 貴職場の［ログイン ID］と［パスワード］を入力して，［サインイン］をクリックし
ます。

！！！！ 注意事項
 

ここで使用する IDとパスワードは，以前 IT Operations Softwareポータルに登録したとき
に提供されたものです。

4.「マイアカウント」タブをクリックして，「マイプロダクツとライセンス」を開いてく
ださい。
• アカウントが［アクティブ］の状態であれば，アップグレードを開始して，その後
ライセンス認証することができます。［認証トークン］は記録しておく必要はあり
ません。それはライセンス認証ウィザードの中で自動的に表示されます。

• アカウントがすでにアクティブでない場合は，ライセンスを購入してください。購
入すると，新しい認証トークンが含まれています。

5. 有効な認証トークンを手に入れたら，次の節の「7.3　アップグレード」へ進んでく
ださい。
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7.　ソフトウェアのアップグレード
7.3　アップグレード
ソフトウェアメンテナンス状態を有効にして，認証トークンを取得したら，アップグ
レードの準備ができています。

次に，アップグレードの概要と，マニュアル内の参照個所を示します。

1. ソフトウェアをインストールします。
「2.　セットアップとインストール」に示す手順を完了させます。

！！！！ 注意事項
 

アップグレード中にデータベースインポートのエラーが発生した場合は，「8.1　インストー
ルで発生した問題の解決」を，参照してください。

2. ログインします。
「3.2　ログイン画面の起動」に示す手順を完了させます。

3. ライセンスを認証します。
現在インターネットに接続されているかどうかによって，次の手順を選択してくださ
い。
• オンラインの場合，「3.3　オンラインライセンス認証」を，参照してください。
• オフラインの場合，「3.4　オフラインライセンス認証」を，参照してください。

！！！！ 注意事項
 

アップグレードインストールを終了したら，あなたのライセンスは自動的に使用期限付きの
トライアルの状態に戻っています。アップグレード後は，ライセンスの状態を確認してくだ
さい。ライセンスがトライアルの状態になっている場合は，トライアルの期限が切れる前に
ライセンス認証を完了してください。
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8　 トラブルシューティング
この章では，インストールの問題，探索の結果の問題，そして
探索通知の問題などの解決法について説明します。

8.1　インストールで発生した問題の解決

8.2　探索問題の解決

8.3　ログデータの収集
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8.　トラブルシューティング
8.1　インストールで発生した問題の解決
インストールウィザードで設定した情報や，使用可能なディスク容量など，その他の要
素に基づいて出力される警告メッセージがあります。このようなメッセージが出力され
た場合，原因を解決しないと，インストールを進められません。

原因を特定するには，次の表を参照してください。この表には，インストール時に考え
られる問題の原因と解決法を記載しています。

表 8-1　インストールで発生した問題と解決法

問題 考えられる原因 解決法

次のメッセージを受信しました。そして，
インストールウィザードを起動できません。
「インストールには，Microsoft Windows管
理者権限が必要です。」

正しい権限を持つ
ユーザーでログイ
ンしていません。

管理者グループの権限を持つユー
ザーで管理用サーバにログオンし
ているか確認してください。その
あと，setup.exeを再実行してく
ださい。

インストール中に次のメッセージを受信し
ました。
「指定されたストレージには十分なディスク
容量がありません。ストレージを変更して
ください。」

インストール先に
指定したドライブ
に十分な空きディ
スク容量がありま
せん。

より多くの空き容量を準備する
か，異なるインストール先を指定
して，インストールを続行してく
ださい。

「使用できない文字」のメッセージを受信し
ました。

インストールウィ
ザードで誤った情
報を入力しました
（例えば，ポート番
号が数値ではなく，
数値と文字になっ
ていた，など）。

提供された情報を確認して，必要
があれば修正してください。

「セットアップ失敗」のメッセージを受信し
ました。

次の二つの原因が
考えられます。
• Windowsデスク
トップヒープの
容量が十分では
ない。

• Hitachi IT 
Operations 
Analyzerサービ
スの幾つか，ま
たはすべてが起
動していない。

• Windowsデスクトップヒープ
の容量を確認してください。

• 管理用サーバの Hitachi IT 
Operations Analyzerサービス
を手動で起動してください。
1. ［すべてのプログラム］から
［Hitachi IT Operations］をク
リックして，［Analyzer 
Command］を実行する。
注意：「Hitachi IT Operations」
は Hitachi IT Operations 
Analyzerをインストールすると
きに使用したプログラムフォル
ダの名前によって名前が異なり
ます。
2. 次のコマンドを入力する。
controlservice.exe -a start
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8.　トラブルシューティング
Hitachi IT Operations Analyzerのアップグ
レードインストール中に，データベースイ
ンポートエラーが発生しました。

Hitachi IT 
Operations 
Analyzerのアップ
グレード中に，
データベースの
データのインポー
トで予期しない問
題が発生しました。

データベースのデータを次の手順
で復旧してください。
1. メッセージ内に表示されてい
るディレクトリ下の
ITOA_exportdataディレクト
リを，ディレクトリごと他の
ディレクトリ下に移動する。

2. Hitachi IT Operations 
Analyzerをアンインストール
する。

3. アップグレードしようとして
いたバージョンの Hitachi IT 
Operations Analyzerをインス
トールする。

4. 手順 1で移動したデータをイ
ンポートする。インポート時
には次に示すコマンドを実行
する。import -f 
<ITOA_exportdataを含む移
動先ディレクトリ >

問題 考えられる原因 解決法
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8.　トラブルシューティング
8.2　探索問題の解決
機器の設定および探索ウィザードの入力情報によっては，期待した探索結果を得られな
い場合があります。これは，管理対象が探索できなかったり，認証やプロトコルなどで
エラーが発生したりするためです。

8.2.1　探索結果の問題の解決
最新の探索の結果は，設定画面の［探索履歴の確認］パネルに表示されています。エ
ラーが発生している機器を選択すると，画面の下部に現在の状態に応じた情報が表示さ
れます。次の表に各エラーメッセージの詳細を示します。

表 8-2　探索で発生した問題の原因と解決法

問題 影響を受ける機
器

考えられる原因 解決法

応答がありません。 （すべての機器） 探索の設定で入力し
た探索範囲に，機器
が存在していないお
それがあります。

探索ウィザードで指定
した探索範囲を見直し
てください。

pingが有効な場合
は，管理したいサー
バに pingが届いて
いないか，または
サーバが pingを拒
否しているおそれが
あります。

必要に応じて，次に示
す項目をのどれか完了
させてください。
• 探索時に pingを無
効にする。

• pingに返答できるよ
うに，ネットワーク
環境を変更する
（ルータやファイア
ウォールの設定を見
直す）

• pingに返答できるよ
うに，サーバの設定
を修正する

認証エラーを受信しました。 • Windowsサー
バ

• Hitachiスト
レージ

• Linuxサーバ
• Solarisサーバ
• VMware ESX
サーバ

ユーザー IDとパス
ワードが誤っている
おそれがあります。

認証情報を確認してく
ださい。
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8.　トラブルシューティング
Hitachiストレー
ジ（パスワード
保護が有効に
なっているもの）

• Hitachi IT 
Operations 
Analyzer以外の
管理ソフトウェア
（例えば，Hitachi 
Storage 
Navigator 
Modular 2など）
が，ストレージに
アクセスしている
おそれがありま
す。

• ご使用の環境に複
数の管理用サーバ
が存在していま
す。それらが同時
に Hitachiスト
レージにアクセス
しています。

管理ソフトウェアをロ
グアウトして，探索を
再開してください。
Hitachi IT Operations 
Analyzerで管理して
いるときに，管理ソフ
トウェアを同時に使用
しているときか，また
は管理ソフトウェアが
Hitachiストレージに
定期的にアクセスして
いる場合に，パスワー
ド保護やアカウント認
証を使用する設定を無
効にしてください。

不正な権限のエラーを受信しま
した。

• その他のスト
レージ

• FCスイッチ

• SMI-S WBEM認
証に使用されてい
るユーザー IDが
不正なおそれがあ
ります。

• SSLを使用して
いるときに，
SMI-S WBEM認
証のためのポート
番号の設定が不正
なおそれがありま
す。

認証情報を確認してく
ださい。

プロトコル応答エラーを受信し
ました。

Windowsサーバ ご使用の環境の管理
対象サーバで，
DCOMポートが
Windowsファイア
ウォール例外に登録
されていないおそれ
があります。

マニュアル「Hitachi 
IT Operations 
Analyzer スターターガ
イド 機器構成編」を参
照してください。

• その他のスト
レージ

• FCスイッチ

SMI-S WBEM認証
情報のネームスペー
スが不正なおそれが
あります。

問題 影響を受ける機
器

考えられる原因 解決法
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8.　トラブルシューティング
8.2.2　探索通知の問題の解決
探索が終了しても通知の Eメールが送信されない場合，次に示すトラブルシューティン
グの指針を参照してください。

• Windowsサー
バ

• Hitachiスト
レージ

• IPスイッチ
• FCスイッチ
• その他のスト
レージ

Windowsサーバ，
Hitachiストレージ，
IPスイッチ，また
はWBEMサーバが
Hitachi IT 
Operations 
Analyzerで設定し
た IPアドレスの範
囲内に存在していま
すが，対応する認証
情報のセットアップ
がされていないおそ
れがあります。

認証情報を確認してく
ださい。

IPスイッチ コミュニティの名前
か，または SNMP
認証のポート番号が
不正なおそれがあり
ます。

マニュアル「Hitachi 
IT Operations 
Analyzer スターターガ
イド 機器構成編」を参
照してください。

• Linuxサーバ
• Solarisサーバ

• SSH2通信が許可
されていないおそ
れがあります。

• SSHのパスワー
ド認証が許可され
ていないおそれが
あります。

• Linuxサーバの
「ルート」接続が
許可されていない
おそれがありま
す。

• SSH認証情報の
ユーザーアカウン
トが sudo
（Linux）に登録
されていないおそ
れがあります。

問題 影響を受ける機
器

考えられる原因 解決法
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8.　トラブルシューティング
表 8-3　探索通知で発生した問題の原因と解決法

考えられる原因 解決法

Eメールアドレスがユーザーアカウントに
登録されていないか，または不正なおそれ
があります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［ユーザー管理］セクションから，
［ユーザーアカウントの管理］をクリックする。

3. Eメール通知を送信したいユーザーを選択して，［編
集］ボタンをクリックする。

4. Eメールエリアで適切な Eメールアドレスを入力し
て，［OK］ボタンをクリックする。

• 現在の通知設定のために，イベントが無
視されたおそれがあります。

• Eメール受信者が指定されていないおそ
れがあります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［レポート］セクションから，［イ
ベント通知の設定］をクリックする。そして，メール
で受け取りたいイベントの重要度を選択する。

3. このレベルに結びついている管理者を，必要に応じて
修正する。管理者の隣にあるチェックボックスに
チェックを入れて，通知の対象になる人を追加する。

4. ［適用］ボタンをクリックする。

外部サーバのホスト名かポート番号が不正
なおそれがあります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［レポート］セクションから，
［メールサーバの設定］をクリックする。

3. 必要に応じて，［ホスト名］と［ポート番号］の設定
を修正する。

4. ［適用］ボタンをクリックする。

SMTP認証のための外部サーバの認証オプ
ションを使用するメニューが有効になって
いる場合に，ユーザー IDまたはパスワー
ドが不正なおそれがあります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［レポート］セクションから，
［メールサーバの設定］をクリックする。そして，
［SMTP認証を使用する］チェックボックスをチェッ
クする。

3. ユーザー認証設定のために，必要に応じて［ユーザー
ID］と［パスワード］を修正する。

4. ［適用］ボタンをクリックする。

SMTP認証のための外部サーバの認証を使
用するオプションが無効になっているおそ
れがあります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［レポート］セクションから，
［メールサーバの設定］をクリックする。

3. ［SMTP認証を使用する］チェックボックスがチェッ
クされていることを確認する。

4. ［ユーザー ID］と［パスワード］を指定する。
5. ［適用］ボタンをクリックする。

SSL/TLSサーバのための外部サーバの安全
な通信設定が有効になっていますが，ポー
ト番号が不正なおそれがあります。

1. Hitachi IT Operations Analyzer内で，設定画面を開
く。

2. ［設定］メニューの［レポート］セクションから，
［メールサーバの設定］をクリックする。

3. ［セキュリティ保護の接続］が設定されていることを
確認する。

4. ［ポート番号］の値が正しいことを確認する。
5. ［適用］ボタンをクリックする。
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8.　トラブルシューティング
メールサーバが開始していないおそれがあ
ります。

メールサーバの状態を確認してください。

考えられる原因 解決法
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8.　トラブルシューティング
8.3　ログデータの収集
問題を解決するためには，次に示す情報が必要です。

• Hitachi IT Operations Analyzerで出力されたメッセージ
• Hitachi IT Operations Analyzerのメッセージログファイル
• Windowsイベントログ

これらのメッセージなどから十分な情報が得られない場合は，RAS収集コマンドを使っ
て，Hitachi IT Operations Analyzerから情報を収集するよう求められる可能性がありま
す。RAS収集コマンドを使用すると，次に示す情報にアクセスできるようになります。

• 操作しているシステム環境情報
• システムまたはアプリケーションのイベントログや一般トレースログ
• Hitachi IT Operations Analyzerのデータ

！！！！ 注意事項
 

以降の説明では，コマンドの使用を要求することがあります。ディレクトリ名やファイル名
を指定するときに使用できるのは，ASCII文字だけです。ディレクトリ名またはファイル名
に，半角スペースが含まれている場合は，名前全体をダブルクオーテーションマーク（"）
で囲んでください。

RAS収集コマンドを使用するための手順は次のとおりです。

1. 管理用サーバで，Windowsのスタートメニューを開く。

2.［すべてのプログラム］をクリックして，［Hitachi IT Operations］を選択し，
［Analyzer Command］をクリックする。

！！！！ 注意事項
 

「Hitachi IT Operations」は，製品インストール時にプログラムフォルダとして使用された
名前によって，違う名前になっている場合もあります。

3. 次のように入力する。
getlogs.exe -f "<障害情報出力先の絶対パスまたは相対パス>"

！！！！ 注意事項
 

一時的な作業用ディレクトリを指定するためには，次のコマンドを使用してください。
getlogs -f "<障害情報出力先の絶対パスまたは相対パス >" -w "<フルパスか相対パスで，一
時的な作業用ディレクトリを指定します >"
69





付録

付録 A　このマニュアルの参考情報

付録 B　用語解説
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付録 A　このマニュアルの参考情報
付録 A　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 A.1　関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

• Hitachi IT Operations Analyzer スターターガイド 機器構成編（3020-3-N87）
• Hitachi Device Manager，Provisioning Manager and Tiered Storage Manager 

Software インストールガイド（3020-3-P29）
• Hitachi Device Manager and Provisioning Manager Software システム構成ガイド
（3020-3-P13）
• Hitachi Device Manager Software Web Client ユーザーズガイド（3020-3-P11）

付録 A.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。

製品名 このマニュアルでの表記

AMD AthlonTM AMD

Hitachi 9500V Hitachiストレージ

Hitachi AMS/WMS/SMS

Hitachi USP

JavaTM Java

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (AMD/Intel 
64) Platform (AMD/Intel 64)

Linux 5 (AMD/Intel 64) Linux

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (IPF) Linux 5 (IPF)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (x86) Linux 5 (x86)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced Linux 5 Advanced Platform 
(AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced 
Platform (IPF) 

Linux 5 Advanced Platform (IPF)

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 Advanced 
Platform (x86)

Linux 5 Advanced Platform (x86)

SUSE(R) Linux Enterprise server 10 SUSE Linux Enterprise server 10

SUSE(R) Linux Enterprise server 11 SUSE Linux Enterprise server 11

Solaris 9 Solaris

Solaris 10
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付録 A　このマニュアルの参考情報
このマニュアルでは VMware(R)について次のように表記しています。

• 製品のタイプやバージョンが一定の場合は，「VMware ESX 3，VMware ESX 3i，
VMware ESX 4.0」などのように表記しています。

• サーバのタイプやバージョンが一定ではない場合は，「ESXサーバ」のように表記し
ています。

付録 A.3　英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

英略語 英字での表記

API Application Programming Interface

CD-ROM Compact Disc Read Only Memory

CIM Common Information Model

DCOM Distributed Component Object Model

DMTF Distributed Management Task Force

FC Fiber Channel

FC HBA Fiber Channel Host Bus Adapter

fcinfo Fiber Channel Information tool

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

IPF Itanium(R) Processor Family

iSCSI Internet Small Computer System Interface

LAN Local Area Network

MIB Management Information Base

NAS Network Attached Storage

RCA Root Cause Analysis

SAN Storage Area Network

SMI-S Storage Management Initiative Specification

SMTP Simple Mail Transfer Protocol

SNMP Simple Network Management Protocol

SSH Secure SHell

SSL Secure Socket Layers

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UDP User Datagram Protocol

URL Uniform Resource Locators

USP Universal Storage Platform

WBEM Web-Based Enterprise Management
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付録 A　このマニュアルの参考情報
付録 A.4　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

WMI Windows Management Instrumentation

WWW World Wide Web

英略語 英字での表記
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付録 B　用語解説
付録 B　用語解説
この用語解説では，一般的なストレージネットワーキングと，IT Operations Analyzer
がサポートしているテクノロジーに関連する用語の定義について説明しています。

（英字）

（A）

API
Application Programming Interfaceは，コンピュータプログラムの要求をサポートするために，
OS，ライブラリ，およびサービスが，機能，手順，方法，クラス，およびプロトコルのセットを提
供するものです。

（C）

CIM
CIMは，DMTFによって定義されるスタンダードです。CIMは，ITインフラストラクチャで管理
されている要素が，共通のオブジェクトのセットとしてどのように扱われるか定義しています。結
果として，これらの要素は，ベンダまたはメーカーに特に依存することなく，常に管理されます。

（D）

DCOM
DCOMは，Microsoftのテクノロジーで，いくつかのネットワーク化されたコンピュータを通じて
ソフトウェアコンポーネントが配布される仕組みのことです。DCOMによって，コンポーネントは
お互いに通信できます。

DMTF
DMTFは，企業の IT環境のシステム管理とインターネットのためのスタンダードを開発・メンテ
ナンスしている組織です。

（F）

FC
FCは，コンピュータにハイスピードのストレージ機器を接続するためのシリアルコンピュータバス
です。
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付録 B　用語解説
fcinfo
fcinfoは，Windows Server 2003またはWindows 2000システムで動作します。これは，SANリ
ソースを探索したり，FC SANの構成情報を収集したりするためのツールです。

（H）

HBA
HBAは，回路基板，ワークステーション，またはサーバに内蔵されている集積回路アダプタで，
サーバとストレージ機器の間の入出力処理および接続性を提供しています。ソフトウェアストレー
ジドライバとハードウェアを組み合わせることで，iSCSI HBAが iSCSIと TCP/IPプロトコルを実
装できます。

HTTP
HTTPは，クライアント（ユーザー）とサーバ（Webサイト）の間の要求と応答の処理をするため
の言語です。HTTPで接続されたリソースは， URLsによって識別されています。

（I）

I/O
インプット／アウトプットは，人（またはコンピュータ）が情報処理システムに送った（インプッ
ト）通信シグナルと，システムから返却（アウトプット）されたデータを参照します。

IP
インターネットプロトコルのことで，パケットとアドレッシングのスキームのフォーマットを指定
しています。ほとんどのネットワークは，IPを，あて先とソースの間のバーチャルな接続を設立す
る TCPと呼ばれる，高レベルなプロトコルと結合します。

IPアドレス
TCP/IPネットワークのコンピュータまたは機器のための識別子です。あて先の IPアドレスに基づ
いて，TCP/IPプロトコルのルートメッセージを使っているネットワークのことです。IPアドレス
のフォーマットは，四つの数字がピリオドによって分離されている，32ビットの英数字です。個々
の数は 0から 255までです（例：192.168.0.200）。

（L）

LAN
一つの建物内やいくつかの建物群など，比較的小さいエリア内でのコンピュータネットワークのこ
とです。
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付録 B　用語解説
（M）

MIB
MIBは，通信ネットワークの機器監視のために使われます。これは，ネットワーク内のコンポーネ
ントを監視する仮想データベース内のオブジェクトの集合体から構成されます。

（N）

NAS
ネットワークに接続されているコンピュータに接続されて，ネットワーク上のクライアントや機器
にストレージサービスを提供します。

（R）

RCA
Hitachi IT Operations Analyzerの中で日立が所有する機能である RCA（根本原因分析）は，もっ
とも原因と考えられるクライアントイベントを追究します。この重要な機能は，管理者が問題の原
因を素早く正確に探し出せるように，トラブルシューティングの目的で使用されます。

（S）

SAN
データを保存している共有のストレージ機器のネットワークを指しています。

SMI-S
SMI-Sは，ストレージシステムの DMTF監視プロファイルを定義します。

SMTP
Eメールが IPネットワークを通じて配信されるときに使用される，インターネットの標準的なプロ
トコルです。

SNMP
ネットワークに接続されている機器が，警告が必要な状態になるかどうか監視しています。

SSH
Linuxと UNIXベースのシステムで使用されます。二つのストレージ機器が，データを安全なチャ
ンネルで受け渡しできるようにしています。

SSL
インターネットなどの TCP/IPネットワークの上の通信のために，セキュリティとデータの完全性
を提供する暗号化されたプロトコルです。
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付録 B　用語解説
（T）

TCP
これによって，あるコンピュータの一つのプログラムから，別のコンピュータの別のプログラムに，
バイト単位でデータを指示どおりに配達できます。

TCP/IP
インターネットやそのほかの同様のネットワークで使用される通信プロトコルのセットです。

（U）

UDP
データグラムソケットを使って，ネットワーク上のコンピュータ間で短いメッセージを送信できる
プロトコルです。

（W）

WBEM
システム監視テクノロジーのセットのことで，分配されたコンピュータ環境の監視を一体化するた
めに使用されます。WBEMは，インターネットスタンダードと， DMTFオープンスタンダードを基
にしています。

Webブラウザ
Internet Explorerや，Safari，Firefox，および Google Chromeのようなソフトウェアアプリケー
ションのことです。こういったソフトウェアを使用することで，WWWに接続して，Webサイト内
のWebページから情報を得ることができます。または，LANも使用できます。

WMI
DMTFの定めた，WBEMと CIM標準の，Microsoftによる実装です。

（カ行）

（か）

カーネル
アプリケーションソフトウェアをコンピュータのハードウェアに接続するものです。

管理対象
管理しようとしている機器（コンピュータ，ストレージ，およびスイッチ）のことです。

管理用サーバ
Hitachi IT Operations Analyzerがインストールされているサーバのことです。
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付録 B　用語解説
（き）

機器
Hitachi IT Operations Analyzerの管理対象のことです。コンピュータ，スイッチ，およびストレー
ジなどがあります。

キャパシティ
ディスクドライブに保存しておける情報の量（通常，MB単位で表記されます）のことです。機器
に保存可能な容量のことを言います。

（く）

クライアントマシン
管理用サーバにアクセスするために使用されるコンピュータです。

（サ行）

（す）

スイッチ
複数の機器が付属している，ネットワークインフラストラクチャーコンポーネントのことです。ス
イッチは，リンク帯域幅の倍数である内部の帯域幅を持ち，機器接続を急速に切り替えることがで
きます。普通，スイッチは，幾つかの機器間での，複数で同時のフルリンク帯域幅トランスミッ
ションに適応できます。

（ナ行）

（ね）

ネームスペース
クラス，識別子などをグルーピングして，同じ名前を持っていて異なるコードを使用しているアイ
テムによる問題を防ぐための概念的なスペースです。
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付録 B　用語解説
（ハ行）

（ふ）

ファブリック
ワークステーションとサーバを SANのストレージ機器と接続するためのハードウェアです。SAN
ファブリックは，ファイバーチャンネルスイッチングテクノロジを使用して，どのようなサーバに
どのようなストレージ機器でも接続可能にします。

ファームウェア
ストレージ機器に埋め込まれたソフトウェアのことです。これは，マイクロコードとしても参照で
きます。

（ら行）

（ら）

ライセンス認証キー
ライセンスのタイプを識別するための英数字のコードです。ライセンスタイプには，試用版ライセ
ンスおよび段階的な料金のプロダクトライセンスがあります。
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